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副議長（松浦隆起君）

おはようございます。ただいまの出席議員数は 13 人です。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

岡村統正議長から本日の会議欠席の届けが出ております。私が本

日の会議を進めさせていただきます。

本日の日程はお手元に配付のとおりです。

日程第１、一般質問を行います。

昨日に引き続き一般質問を行います。

７番、森正彦君の発言を許します。

７番（森正彦君）

おはようございます。７番議員の森です。毎日毎日コロナコロナ

のニュースが話題でうんざりしますので、私はコロナのことは言わ

んつもりでしたが、早もうコロナの話をしてしまいましたが、コロ

ナに関しまして本当に職員の皆さんや執行部の皆さんが日夜奮闘し

てくださっておりますので、感謝とお礼を申し上げます。

今、梅雨空ですが、この梅雨空が明けるようにコロナもすっきり

とコロナ明けがくるのを本当に待ち遠しく思っております。

それでは、質問をさせていただきます。

まず、最初に佐川町史の編纂であります。これを持って階段を上

がるのは大変重たかったです。重さをずっしりと感じました。しか

し、私が軽々しく重さを感じる以上にすごい重い長い歴史があると

いうことだと思います。この佐川町史の編纂についてであります。

この件については西森議員も指摘しておりまして、今も応援のお

言葉があっておりますが、この質問をするきっかけになったのはで

すね、斗賀野地区でこの歴史アルバムをつくったことであります。

このアルバムは平成から令和へと年号が変わる際に一つの区切りと

して、村の記録を残し、本として出しておいたらよいのではないか

と。で、つくっておかなければならないのではないか、そういう思

いで取り組みました。そしてまた、今やっておかないと写真などの

資料が散逸してしまう。古い昔のことを聞けなくなるのではないの

かという思いで斗賀野元気村が中心となって編纂をしました。

その中でわかったことは「ようやった。もっと早かったらよかっ

たかも。」とかいうことでした。それは戦中、戦前の話が聞き取りが

たくなっているわけでございます。で、写真を集めるにも苦労をい

たしました。
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佐川町史は昭和 56 年と 57 年に出されています。町制 80 周年を記

念して編纂されています。それから 40 年、今 120 年です。編集には

時間がかかります。前回の町史は５年くらいかかったようです。で、

５年かかるとしたら今から始めても 125 周年に間に合うかどうかと

いうことになるのではと思います。しかし、前回と違って、現在は

もっと短い期間でできるかもしれません。どのような内容でどのよ

うな形のものをつくるかによっても違ってきます。

町長にお聞きします。町史の編纂をするのか、するとしたらどの

ようなものにするのか、そして発刊をいつにするのかお聞きします。

よろしくお願いします。

町長（堀見和道君）

おはようございます。御質問いただきましてありがとうございま

す。森議員の御質問にお答えさせていただきたいと思います。

以前、西森議員からも御質問いただきました、町史の編纂につき

ましては編纂をしたほうがいいというふうに思っております。これ

は佐川町の歴史をしっかり残すということでとても大切なことだと

いうふうに思っております。

どのような形で編纂をしたらいいのかという御質問ですが、今日、

重たい本を町史をお持ちいただきましたが、そのような形で紙の媒

体で製本したものを一つはしっかり残したほうがいいというふうに

思っております。また、合わせて、今の時代ですから同じものを、同

じ内容のものをデジタルデータとして保存をするということももち

ろん考えないといけないというふうに思っております。

できれば、今の時代は動画、映像を簡単に撮影をして残すという

こともできるようになってます。佐川未来学の中で食生活改善推進

協議会の皆さんが料理をつくっている様子を動画に収めたというも

のも今資料として佐川町のホームページから見る事ができるように

なってます。そういう佐川町の歴史、文化、食、そういったものを町

史と合わせて動画でも残していきたいと、そうしたらより将来のた

め、未来のためにはいいのではないかなというふうに思ってます。

時期についての御質問をいただきましたが、時期について今この

場で私がいつということはなかなか難しい部分はありますが、今、

新図書館の建設に向けて進めております。今年は基本計画を立てて、

できれば建物そのものの基本設計までいきたいというふうに思って

おります。今の予定で順調に進みますと、令和６年の４月５月ごろ
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には開所できるのではないかなと、開館できるのではないかなとい

うふうに思っております。図書館の基本構想、基本計画、開所、開館

までは住民の皆さんに多くかかわっていただいて、私たちの町の図

書館ということで、住民の皆さんにも少し運営にもかかわっていた

だくような仕掛けの中でワークショップ、話し合いを積み重ねなが

ら、アイディアを出し合いながら新図書館の開館に向けて流れをつ

くっていきたいというふうに考えております。

町史の編纂につきましては、その図書館の住民参加の図書館づく

り、まちづくりの流れを生かしながら町史編纂に向けて進んでいく

のがいいのではないかというふうに思っております。ですから、令

和６年、新しい図書館、新図書館が開館をしてから少し間を置いて、

その流れを町史の編纂に向けていければいいのではないかというふ

うに思っております。そうしますと仮にそこから５年ほどかかると

いうことになりますと、1900 年に佐川町制が初めて施行されたとき

から言いますと、130 年と、町制施行 130 年の 2030 年ごろに町史の

編纂ができるという考えも、考え方もあるのではないかなというふ

うに考えております。以上です。

７番（森正彦君）

はい、ありがとうございました。編纂はしなければならない。内

容としてはこういう紙の媒体もあるし、デジタル化してさらには動

画とかいうようなことも考えられているようでございます。図書館

の利用、あるいは時期的には 130 年ぐらいになるのではないかとい

うようなお答えでございました。

で、この前回の町史、これ内容を見てみますと地質から始まり、

縄文時代から現代までの町の推移が政治や暮らしまで収録されてい

ます。また、人物、文化財、史跡などは「わが町の人びと」と「わが

町の文化財と旧跡」に収録されています。本当によくここまで調べ

あげたものだと感心します。これからつくる町史は現代の町史なの

で比較的編集しやすいかもしれません。しかし、内容によっては多

くの時間を要する可能性もあります。私は今回も時間をかけて詳し

くこの 40 年の町の変遷を記録していくべきだと思います。40 年 50

年以上たつと聞き取りの部分がかなり難しくなります。斗賀野のア

ルバムのときでももう 90 歳を超えて、戦前戦中、90 歳超えており

ますので、忘れたとかこれも対象の人が本当に減ってきまして、大

変でした。本当に聞き取りの部分が難しくなりますし、佐川町の歴
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史は政治や出来事の歴史だけでなくて、人々の暮らしの歴史も記し

ておかなければならないと思います。編集委員会を立ち上げる段階

でも、準備段階でも１年や２年かかるようです。130 年くらいにする

にしても、できるだけ早く、早期に取りかかることだと思いますが

いかがでしょうか。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。森議員のおっしゃいますよう

にできるだけ早く取りかかれれば、そのほうがいいのだろうという

ふうには思ってます。

今、道の駅と新図書館という大きな事業を抱えて、役場職員一生

懸命頑張ってくれています。庁議の場で各課長の意見も聞きながら、

どのようなスケジュールで進めていったらいいのか、そのあたりを

しっかりと協議をして検討したいというふうに思っております。以

上です。

７番（森正彦君）

このことに関しましては、町史編纂委員会なるものを立ち上げて

編集に取りかかることになると思いますが、そのとにかく、準備段

階でたくさんの人が、編集委員会立ち上げるまでの段階も非常に大

事になってきます。協議が。そのあたりをとにかくまずは立ち上げ

て、スケジュールをつくっていきながら編集委員会の人選なんかも

していかなければなりませんし、編集委員会の中でその内容はどう

いうものにしていくか、どういうやり方にするのかということも協

議していただけるんじゃないかと思います。

で、先ほど町長の答弁の中で図書館とのかかわりが出てまいりま

した。私もそれは非常にいいことだと、せっかくできる図書館を活

用してみんなでとりかかっていく、つくっていくというのは大事な

ことやと思います。それから、デジタル化、あるいは動画のお話も

ありました。で、これ見るのは大変ですね。そういうことの好きな

専門家はそりゃ貴重な資料がたくさん詰まってますね。でも私たち

一般町民が見るには本当に大変です。そういうものがデジタル化し

ていて、さらに動画とかになると本当に見やすくてわかりやすくて、

この斗賀野の歴史アルバムも基本的にはみんなが見て、みんなが「あ

あ、そうだな、わかる。」「ああ、懐かしいな。そうなんだ。」ってい

うことがわかるような形で知るために、アルバム、目で見るってい

うことにしたわけです。結構みんな喜んでくれまして、年寄りがす
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ごく懐かしがって喜んでくれてますが、そうじゃない 50 代の人も

「そうながやったね。知らんかった。」とか言うて、この前も言うて

くれまして、あれすごいねって言うてくれました。やっぱり、デジ

タル化、動画、非常によいと思います。

それと、小学校の副読本、さかわーくこれ見せていただきました。

これもすばらしいですね、やっぱり時代が変わってきて、ああいう

ふうにしてわかりやすく子供たちに伝えていく。これもタブレット

でも見れる。で、ふるさとの理解が進んでいくというようなことも

本当に実感しましてですね、教育委員会、教育研究所の皆さんがや

っぱり知恵を出し合ってつくっただけのことはあるというふうに思

って感心したわけでございます。

そういうふうな内容、そういうのをどんなものにしていくか、多

分このあたりは編集委員会あたりでなるんじゃないかと思いますが、

つくるとして、図書館ができるとしてですね、で、そのつくるとし

た中で全てを１冊の本あるいはデジタルの記録にしても収録しきれ

ないのではないかというふうにも思います。で、ほかにも、先ほど

町長も言ってましたが、食生活、そういうのもやっぱり残していく、

食生活の変遷や、例えば佐川の女性の暮らしとかそういったことな

んかも残していったり、ほかにも農業の変遷とか、民衆の暮らしの

中に、暮らしをやっぱり私は残していきたいなという意思も、思い

もあるわけです。で、そんなに詳しくやりよったらなんぼ時間があ

っても足らんし、労力的にも非常に難しいと。

で、そこで思うんですが、図書館ができる。で、そういう分野は時

間にとらわれず、新しくできる図書館でですね、サークル的に町民

が勉強して資料を集め、別冊として残していくこともいいのではな

いかと思います。

ここに高知市の地方都市の暮らしと幸せとか高知市研究とか遺跡

が語る高知市の歩みあるいは描かれた高知市とか、絵図ですね。こ

ういうのも高知市では残しておりますね。なかなかいろいろなこと

をきちんと残していこうとしているところが伺われるわけです。で、

本当にこんなのもあるんだなと思ったわけでございますが、佐川町

も町民が図書館に集い、図書館の機能を生かして本体の町史には収

録しきれなかった部分を記しておく、こんなこともいいのではない

かと思ったりしました。

少しとりとめのない質問のようになりましたが、教育長にお伺い
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します。まだ、図書館はできていませんが、新しくできる図書館の

活用などで、収録しきれなかった項目を、まあ、しきれなかった項

目があると私が断定したらいかんかもしれませんが、そういうもの

を収録して編集していくというような考え方はいかがでしょうか。

お伺いします。

教育長（濵田陽治君）

御質問いただきましてありがとうございます。森議員の御質問に

対してお答えをさせていただきます。

新しい図書館につきましては建設場所が定まったことから、今、

基本構想を修正して、基本計画を策定しようという段階まできてお

ります。その基本計画といいますのは建物のことだけではなくて、

その働き、どういう機能を持つのか、それから生涯学習の場面とし

て学び合う場所としてどうなのかということの議論がされていきま

す。その議論の中で先ほど御指摘いただいた点などが深められてい

きますと、で、これがまた実現していきますとみんなで学び合う佐

川町という姿が現れて文教のまちということが実現していくんじゃ

ないかなと思っております。非常にありがたい御助言いただきまし

てありがとうございました。

７番（森正彦君）

はい、ありがとうございました。新しい図書館を活用しながら新

しい学び、新しいということはないかと思いますが、学びを深めて

いくということにしていただけたら本当によいかと思いますし、そ

こで町民がいきいきと活動していくということになれば本当にいい

なと思っております。

いろいろ言わせていただきましたが、町史編纂は大変な作業とな

ると思います。とにかく早めにスケジュールを策定すると。私の今

日の質問の趣旨はとにかく早めに、とっかかりを早く、取りかかる

べきですよとこういうことでございます。町史の編纂については私

の質問はここまでですが、町長、何かありましたら答弁をお願いし

ます。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。森議員の少しでも早くという

こと、とても大切だというふうに思います。改めて庁議のメンバー、

今日、議場に来ている庁議のメンバーの中にもですね、若い職員も

います。私より若い職員もいます。長い目で見たときに役場として
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この町史の編纂をどのようなスケジュールでやっていくのがいいの

かということを本当、一人一人にも意見を聞きながら、まずはスケ

ジュールとあと流れをできるだけ早めに決めていきたいなというふ

うに思いました。以上です。

７番（森正彦君）

完成の時期もお伺いしたわけですが、私個人としては必ずしも 130

年とか 125 年とか 30 年とかそういうことじゃなくても町民のため

にいいものを残していけば私はそれでいいというふうに思ってます。

これは私の意見でございます。とりあえず、庁議の皆さん、大変で

しょうけれどもですね、自分たちが一緒に働く、町民とともに頑張

って働いていくことの歴史を残していけるよう前向いて取り組んで

いただきたいと思います。

次にですね、地球温暖化対策についてお伺いします。この課題は

地球規模の非常に壮大で困難な課題ですので、一地方の町で一議員

の私が質問をする、私はそれほどの知識は持ち合わせていませんし、

どうすることもできないようなことだと思っておりますが、しかし、

何か温暖化対策は私たちの周りにも静かに、しかし、だんだんと大

きな、政治経済の流れとなってきているように思われます。

最近の新聞でも平年値、県内温暖化顕著、県内温暖化が平年の温

度、県内温暖化が顕著とか高知市の気温全月で上昇とかの温暖化の

記事がありました。私が通告書を提出したあとの５月 26 日には改正

地球温暖化対策法が成立したともありました。それには 2050 年の脱

炭素社会実現に向け、自治体に再生可能エネルギー普及の主導権を

促すとあります。解説ではメガソーラーの建設が住民の反対運動も

あり、再生エネとどう共生するかとかそういう課題もありますが、

専門家は国による支援強化の必要があると指摘しています。この国

による支援強化、これがキーワードと今後なってくるのではないで

しょうか。

また、農業面では「農業の環境負荷低減と生産基盤強化を目指す

政府方針、みどりの食料システム戦略を正式決定した」とあり、「50

年にＣＯ₂排出量実質ゼロの目標を掲げる政府全体の方針や予算へ

の反映」とあり、また補助事業の要件化に関連する制度の見直しな

どの検討も本格化するとありました。その中で身近いものでは省エ

ネ型施設園芸設備の導入、病害虫対策へのＡＩの活用や除草ロボッ

トの導入、バイオ肥料や堆肥のペレット化、ＣＯ₂や廃熱を活用した
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園芸生産システム等があります。国の予算で補助事業による温暖化

対策が出てくる可能性がありますし、脱炭素社会実現に取り組んで

いかなければなりません。

この地球温暖化対策は私たちの義務として取り組まなければなり

ませんし、そこから生まれる経済もあると思います。この温暖化対

策を町長はどのような方針のお考えなのかお聞きします。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。森議員おっしゃいましたよう

に、国の支援強化、このことがすごく大切だというふうに考えてお

ります。

やはり国のほうで政策的に誘導をして、周知をしてカーボンゼロ

に向けて取り組みをしていくという流れがとても大切だと思います。

今、国のほうでもいろいろ、グリーンイノベーションという言葉を

使ってますが、やはりカーボンゼロに向けた国としての取り組みを

進めようと。どういう方向性で進めていったらいいのかということ、

その中で水素の利用についてもさまざまな議論がされているところ

であります。

国のその戦略を受けて、恐らく高知県のほうでも今年から力を入

れてカーボンゼロに向けた取り組みを進めるという大きな方向性が

出されておりますが、県としましてもここ１年の中で大きな明確な

方向性を出されていくんだろうというふうに思っております。町と

しましては、政策的に国、県がこの方向性でいくんだよということ

を強く示された内容に沿って町もしっかりとカーボンゼロに向けた

取り組み、省エネに向けた取り組みを進めていくことが大切ではな

いかなというふうに思っています。

町としましては、この役場本庁舎の空調システムはペレット、木

質ペレットを使った空調システムを既に導入もしております。今、

温水プールのほうのボイラーもペレットということで活用しており

ますが、やはり、高知県の特性を考えますと、また、佐川町の特性を

考えますと木質資源をどのように生かしていくか、エネルギー利用

していくかということが大切ではないかなというふうに思ってます。

その中でもやはり発電だけではなくて、熱をどのように利用する

かということがとても大切だというふうに思ってます。森議員がお

っしゃいましたように農業分野での省エネの取り組みも今、さまざ

ま進められております。農業分野においてもその熱量が必要とされ
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る、ＣＯ₂利用も必要とされる部分もありますので、佐川町としては

今現在の取り組み、木質資源をどのようにエネルギー利用していく

かということ、これを中心に当面は考えていく、戦略を立てていく

ということが大切ではないかなというふうに思ってます。

また、事業系のメガソーラーの買い取り、ＦＩＴが早いところで

はあと 12 年後ほどには買い取り期間が終了します。20 年間の買い

取り期間が終了します。佐川町も高知県と民間企業と一緒に高知貫

流型のメガソーラー事業をやっておりますが、その事業の買い取り

もあと 15 年ほど、16 年ほどで終了になります。その終了になった

あと佐川町の、佐川町で発電をされているその電力をどのように買

い取ってどのように供給するかということが、とても、一つ大切だ

というふうに思っております。そのタイミングになりますと、ちま

たでは言われております、高知県の一つの方策として自治体新電力

という言葉を出しておりますけども、その自治体としての新電力の

あり方も 10 数年後に向けては考えていかなければいけないのかな

というふうに思っております。

佐川町としては直近、そのような方向性でカーボンゼロに向けて

取り組みを進めていくのがいいのではないかなと、しっかり検討を

して戦略を立てながら前に進めていきたいというふうに考えており

ます。いずれにしてもすごく大切な取り組みになってくるというふ

うに考えてます。以上です。

７番（森正彦君）

はい、ありがとうございました。私の今回のこの温暖化の対策の

趣旨は世の中がそのように動いていくと、で、町長言われておりま

したが、国が方針を出す、県がそれを受ける、そして町村に出して

くる。そこに必ず有利な補助事業が出てくる、それが地域の経済に

つながってく。で、早く取り組んでおけばモデル事業として非常に

有利なものが出てくる可能性がある。その辺を早くキャッチして早

く対策に盛り込んでいくということが非常に大事じゃないかと、そ

の思いが一番強いわけです。非常に大きな課題ですけれども、そう

いうところで我々がやったらいいことが出てくるよと、そのことを

注意しておきなさいよというのが質問の趣旨なわけですので、今そ

ういう答弁がありましたが、そのような形で今後とも日々取り組ん

でいっていただきたいと思いますが、そういう本当にエネルギー、

このことについては中国地方でも木材のエネルギーの利用とかも進
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んでおる町村もあります。今回、いろいろ私も広い面積の田んぼに

稲を植えよった関係で十分調査する間もありませんでしたので、エ

ネルギーの自給とかに関してはまた９月議会にでもできたら議論を

したいと思っておるところでございます。

で、エネルギーとしての、エネルギー、温暖化エネルギー、そのこ

ととはまた別にですね、自伐林業、これに関しましてはですね、現

在の針葉樹の単一林では炭素ガスの吸収が非常に劣ると、それを間

伐していくことによって複層林化して、炭素ガスの固定化ができて

いくと、回収ができていくということにもなるわけです。

で、そういう面でも佐川町が早く取り組んだ自伐型林業は一つの

モデルにもなっていくんではないかと思いますが、少し話がそれる

かもしれませんが、コロナの影響でウッドショックなるものが発生

して、住宅の梁などに使われる米松が急騰しているようです。なん

と４倍。４倍いうたら恐ろしいですよね。私らも給料が４倍になっ

たら嬉しいですけども。４倍というのは本当にものすごい価格でご

ざいます。まだその４倍ですけれども、入手できない状況にあるよ

うです。原因はバイデン大統領が 200 兆円規模のコロナ対策を打ち

出して郊外での住宅建設が増加したり、大規模な森林火災。ほかに

も運賃が人手不足でこれもまた３倍、どういうことかようわかりま

せんけれども、なったり、中国の景気回復だったりがあるようです。

そのあおりで国産のヒノキなんかも倍以上の値上がりだと聞いてお

ります。で、今は夢のマイホームが建てれないといった状況にある

ようです。

こうなると森林面積の多い高知県や佐川町は林業振興がやりやす

くなると思います。国も輸入に頼りすぎないような施策をとらざる

を得なくなるのではないでしょうか。温暖化対策と合わせて経済面

でも先進的な取り組みが功を奏するようになるのではないかと思い

ます。地球温暖化対策と林業振興、どのようなことが考えられるか

産業振興課課長代行の副町長にお伺いします。よろしくお願いしま

す。

副町長（中澤一眞君）

お答えをさせていただきます。林業振興と現代の進みつつある地

球温暖化対策はどういうふうに、これは佐川町としてということだ

ろうと思いますけれども、進めていくかというお尋ねでございます。

基本的な方向といいますか、方針は先ほど町長が御説明申し上げ
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た基本線だろうというふうに思いますので、ほぼほぼお話を申し上

げた内容かというふうに思いますけれども、先ほど森議員からもお

話のありました佐川町としてはこの自伐、既にこれは全国的に見て

も林業経営、生産の面での、生産現場での林業の先進例というふう

に言って差し支えないだろうと思いますけれども、自伐型林業を核

にしてそれをいかにエネルギー、川中川下まで含めたエネルギーの

利用まで含めた形にもっていくかということが佐川町としては一番

現実的に考えられる方向性ではないかなというふうに思います。

現在、既に川上では山を少しずつ町民からお預かりした山を手入

れをしていく、これでＣＯ₂の吸収源をしっかり管理をして育ててい

くということが既に行われておりますし、それから川中と言います

か、加工流通の部分で言えば小規模ではありますけれども、ラボで

製品化、あるいは町内の製材所での建材の加工と。で、木製品化す

ることによってＣＯ₂を固定化していくというようなことが既に進

んでいるという現実があります。

で、今後の展開として考えられますのは以前に、議会の皆様にも

森林資源のフル活用センターの構想というのを一度御説明をさせて

いただいたかというふうに思いますけれども、自伐型林業で山をし

っかり管理をし、ＣＯ₂の吸収を続けながら、それを川中、そこで加

工することによって固定化をしていく。さらにその建材向けになら

ないものをっていうのは小さな木材、木製品であるとかいうものに

加工するし、あるいはそういったものにも使えないっていうのは燃

料化していく。ペレットであったりチップであったり。今役場で使

っておりますのはペレットですけれども、チップをバイオマスで燃

やしてそれを発電、まさにエネルギーとして活用していく。さらに

そこから出てくる熱が生じますので、その廃熱を例えば木材の乾燥

であるとか、あるいは立地にもよりますけれども、農業のハウスの

熱源、空調の熱源ですね、そういったものにも使っていくというこ

とになればこれは再生可能エネルギー100％ということになるわけ

ですので、そういった木材資源をそれこそ使い尽くす、川上から川

下まで使い尽くす、それがＣＯ₂の吸収、減少にも固定化にもつなが

っていくと、排出ゼロにもつながっていくというような形が、循環

が佐川町としてできればこれは本当に温暖化、地球温暖化対策と林

業振興、これが持続的に循環をしていく、モデルになり得るのでは

ないかなと。それだけの措置と言いますか、が、佐川町にはあるの
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ではないかなとそのように考えております。以上でございます。

７番（森正彦君）

はい、ありがとうございました。山林資源のフル活用、これがで

きて経済が循環してきたら非常にいいと思います。

針葉樹の単一林は本当に味気ないものでございまして、私は子供

のころ、よくメジロを追い、メジロやツグミを追いかけたもんでご

ざいますが、多様な生物の住める森林にしながらそこで経済が発生

してくれば非常にいいのではないかというふうに思います。

日本林業は生産性が外国に比べて非常に劣るわけでございます。

これは保護しないとなかなか前に進まない状況ですので、必ずなん

らかの対策が出てくると思われます。よい事業を早く取り入れるべ

きだと思います。これは先ほど申し上げました。

アンテナを高くして政策に上手に乗っていくということでありま

す。

次に国の出したみどりの食料システム戦略で佐川町も取り組める

ことがありはしないか、また、よい補助金、補助事業がありはしな

いか、情報を収集する必要がありはしないか、いかがでしょうか。

副町長お願いします。

副町長（中澤一眞君）

お答え申し上げます。お話のとおりといいますか、みどりの食料

システム、御質問いただきまして私も勉強させていただきましたけ

れども、国が今示しておりますみどりの食料システムと佐川町の現

状、これを照らし合わせたときにですね、非常に親和性があるかな

と、現状でも、というふうに今私自身は思っております。というの

は国が示しておりました、こういう１枚のポンチ絵がございました

けれども、素材、資源、生産のもとになる資源とかエネルギーです

ね、そこから始まって、山の食料の生産段階、それから流通加工段

階、それの消費段階、それがすっかりきれいに回っていくというも

のを国のみどりの食料システムということで表しておりました。

それに当てはめて佐川町の現状を考えますと、例えば資材である

とかエネルギーの調達という意味で言えば既に佐川町内でさまざま

な多品種、少量ではありますけども、多品種の生産物が現在生産を

されております。

それから地産地消エネルギー、持続可能な再生可能エネルギーと

いう意味で先ほど来申し上げております、太陽光既にございますし、
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それからバイオマス発電というのをこれからやっていこうじゃない

かとそういうその調達の部分の条件が一定揃っているということ、

それから生産体制、これも国がこのシステムの中で示しております

ような町内で有機農業の取り組みをされてるグループも現にいらっ

しゃいます。有機肥料、減らすという、化学肥料を減らすという意

味でですね、そういうグループがいらっしゃるということであった

り、イチゴでこれは４月でしたか、スマート農業をやっていこうと、

ＮＴＴとの連携のもとでやっていこうというような動きもスタート

をしております。そういった生産体制でもそういう今現状があると。

それから流通確保の分野、これは正直今現在なかなか佐川町を見

わたしてはこれが当たるのかなというのはないんですけれども、今

計画をしておりますその道の駅、これは加工機能を備えようじゃな

いかと。で、いわゆる外販といいますか通販的なこと、そういう場

合にその輸送技術であるとかそういったものが佐川町の特性を生か

せるような輸送技術、保存技術というのはここに導入する可能性が

出てくるのかなというふうに思っています。

それから最後の消費面、消費ですとか食育のカテゴリーになろう

かと思いますけれども、これは地産地消という意味で言えば道の駅

で直販もあり、加工施設を求めると。そこで生産者と消費者との交

流の場もつくっていこうと、いけるという場ができますし、食育に

関して言えばふるさと教育の中で３つのしょくの一つということで、

取り組みが一部もう既に進んでいるということだろうというふうに

思っております。

あと、これからの話になりますが、これは佐川町に限ったことで

はありませんけれども、食品ロスの削減というのはこれはもうやろ

うと思えばお一人お一人ができることでございますので、こういっ

たことを佐川町内においても進めていくことができればその地域で

の雇用創出、所得向上、豊かな食生活、このみどりの食料システム

の目指すところはそこでございますので、そのように貢献しうる状

況がつくれるのではないかなと。

それに向けてお話のございました国がこのシステムから、こうい

う方針を出しましたのでそれに対するその国の支援策ですね、さま

ざまなものが出てくるであろうというふうに想定をしておりますの

で、佐川町にそぐうと言いますか、適するですね、そういったもの

を探しながら適宜佐川町での実行に活用していければいいかなとそ
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のようにしていきたいというふうに思っております。以上です。

７番（森正彦君）

はい、ありがとうございます。これから来るであろうということ

を想定して、今、随分勉強してくださっておりますので、そういう

ことをもとにこれから取り組むであろう国のほうの情報も県のほう

の情報もキャッチしてこのシステムを前向いていいところでゲット

して農家のためにいい施策を出していっていただきたいと思います。

次に環境問題は町民課の管轄のようですが、町民一人一人ができ

ることがあると思います。どのようなことができるのか、それをど

のように周知していったらよいと思われているのでしょうか。町民

課長にお伺いします。

町民課長（片岡和子君）

御質問いただきましてありがとうございます。脱炭素社会に向け

ての取り組みにつきましては経済、それから産業、農林業など多様

な分野に関係すると理解はしておりますけれども、日常生活の中で

私たち一人一人ができることはたくさんあると考えております。

例えば、身近なところでエアコンの温度調整、それからクールビ

ス、ウォームビス、また、エコドライブ、それから買い物の際のエコ

バッグやマイバッグ、そして不要な電気は消す、それから照明のＬ

ＥＤ化などもそうだと思います。それからごみの分別を進めまして、

ごみの減量、再利用、再資源化、そういったことを図ることも温暖

化対策につながっていると考えています。

ほかにも身近なところではいろいろあるかとは思います。

そして、そのようなことをどのように周知していくかにつきまし

ては、例えば広報誌などで繰り返しお知らせしていくのも一つの方

法かとは思いますけれども、例えば住民の皆さんと一緒になって勉

強しながら理解を深め、そしてできることを共有し取り組みを進め

ていく方法もあろうかと思います。

まず、私たち一人一人が温暖化対策に対する意識を持つこと、そ

れから一人一人何ができるのかを知りまして、そして「こんなこと

が」と思われるようなことでも続けて行動していくこと、そちらが

大事になってくるかと思っております。以上です。

７番（森正彦君）

はい、ありがとうございました。生活の中で温暖化対策に取り組

むと。で、町民一人一人が力を合わせればこれも大きな力になると
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思います。女性らしい視点でこれからもみんなで取り組む温暖化対

策を進めていっていただきたいと思います。よろしくお願いします。

で、この質問を推考していてふと思ったのですが、新しい産業廃

棄物処理場のあれにソーラー施設を設置してはどうかということで

す。設置は県がするわけですが、その収益の全部もしくは一部を地

域振興の継続的な資金として活用する。

例えば、地元長竹地区の集落維持や活動、また、加茂地区全体の

活動、よくわかりませんが、例えば運動会や文化展が継続できるよ

うな経費に充当するとか、地域振興の中へ要望していったらどうか

なと思いました。非常に虫のえい話ではございますが。政府の有識

者会議では建物の脱炭素社会の対応方針の素案が示されまして、公

的な住宅や建物は新築時にソーラーシステムを義務付ける、義務付

けるように示されているようです。産廃施設へのソーラーと地域振

興策はどのようにお思いでしょうか、お伺いします。副町長お願い

します。副町長が準備してくださってるんじゃないですかね。

副町長（中澤一眞君）

失礼しました。はい、お答えをいたします。お話にございました

ように施設は県が整備をする。実際にはここのエコサイクル高知が

建設主体ということになります。で、御質問いただきましたので、

そういう考え方についてお伝えをいたしました。そうしたところ、

検討はしていると。さすがに今お話にございましたように、いずれ

新築時にソーラーの義務付けみたいな動きもあります。それから県

も温暖化対策、カーボンニュートラルに向けてそういう取り組みを

進めておるという立場もあって、検討はしておるようでございます。

ただ、今の段階では残念ながら将来買い取り価格が引き下がると

いうこともあって、なかなか収益がそこで生まれるというような試

算にはなってないというようなお話をお聞きをしております。ただ、

こういうお話を議会で森議員からいただいたということはエコサイ

クルのほうにお伝えをしたいと思いますし、純粋にそこでの収益を

地域に落とすという目的ではなかなか今現状では厳しいということ

でございますけれども、県、設置者である県としてこの地球温暖化

対策を進めていこうという方針は強く出されておりますので、政策

的にそういうものを進めていくという余地は私自身はひょっとした

ら可能性としてはあるのかなとそういうふうに思っております。

いずれにしてもそういった御意見をいただいたということをお伝
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えをさせていただきたいと思います。以上でございます。

７番（森正彦君）

そうですか。まあ、県内ではいくつかの集落活動センター、これ

を維持していくのにソーラーを設置してその収益で集落活動センタ

ーを維持しているところがあると聞いております。で、そういうこ

とを聞いたもんで、そりゃあね、地域の継続的な活動強化に非常に

いいんじゃないかと思って質問したわけでございます。

まあ、産廃施設のあの場所は外側からあまり見えませんので、景

観的にも問題ないし、広い空間というか設置場所があるわけですの

で、ああいうところでもソーラーをシステムを利用してエネルギー

を生んでいけば非常にいいんじゃないかなと思います。今後も景観

とかに配慮しながらエネルギーの自給率を高めていく必要がありは

しないかと思うわけでございます。

この温暖化対策の質問は以上で終わります。

次に、建設課長にお伺いします。町道大平線に一部が狭くてフリ

ーでの対向ができない箇所があります。平成 24 年に地元から拡張の

要望があり、町のほうでは取り組んでいるとのことでした。この問

題は相続権者をたどるのが大変困難な事案であり、８年近くも動き

がありませんでした。しかし、昨年から１人の担当が取り組んでく

れまして、大きく動き出したと聞いています。この拡張は地元では

待ちわびています。この拡張工事の経過と進捗状況、完成の時期を

お伺いします。よろしくお願いします。

建設課長（池内伸雄君）

御質問いただきました町道大平線拡張工事の経過と進捗状況、完

成の時期についてお答えをさせていただきます。町道大平線につき

ましては森議員が言われたとおり、道路幅員が局所的に狭く、行き

違いに支障をきたす箇所があり、ガードレールも未整備でありまし

たことから、地元住民を初め道路利用者の方から拡幅の要望が寄せ

られておりました。

いただいた御要望をもとに整備を進めるため社会資本整備総合交

付金事業を活用し、平成 24 年度に拡張工事を実施するための測量設

計業務を行い、平成 25 年度に安全対策を優先するため、河川側のガ

ードレールを設置しております。平成 26 年度からは拡幅工事に着手

するために必要となる用地の取得に向けて準備を進めておりました

が、用地の取得に際して地権者の調査を進める中で、登記名義人に
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相続が発生しており、その相続の権利関係が複雑、相続人が多数お

られ、連絡も不能な状態になっている方がおられたことなどから、

用地取得に向けた事務作業に時間を要しておりました。

この工事を完了させ、地元住民からいただいた御要望を早期に実

現させるため、昨年度、課内において担当職員を配置し、用地関係

の調査を重ね、森議員からの情報もいただきながらこの課題の解決

にこの職員が粘り強くあたり、その課題が解消される見通しが立ち

ましたことから、用地測量を行い関係者との協議を経まして、本年

４月に全ての地権者の方と土地売買に関する契約を締結することが

できております。

現在は高知地方法務局に所有権移転登記の手続を申請中であり、

登記完了後、用地費の支払いをもちまして全ての用地事務が完了と

なります。

工事につきましてはショウガを耕作していることもあり、本年、

10 月末の入札を予定しており、事業着手から相当な期間を経過し、

関係者の皆様を大変お待たせをいたしましたが、来年３月の完成を

見込んでおります。

工事期間中は通行規制の必要があり、近隣の住民の皆様には御不

便、御迷惑をおかけすることとなりますが、規制につきましては安

全に配慮したうえで必要最小限に抑えるように努めてまいりますの

で、御理解、御協力をいただきますようよろしくお願いいたします。

以上でございます。

７番（森正彦君）

ありがとうございました。地権者が死亡、子の一人も死亡、その

子も２人とも死亡。で、地権者のひ孫となる者は県外在住。住所を

探すのが大変という事案でございました。これはなかなか難しい、

仕上がるのだろうかと思っていましたが、担当職員が粘り強く職務

にあたり、また、上司も協力をして拡張の同意をもらえたと聞いて

います。地元の自治会からもお礼の言葉がありました。

このことは諦めずに可能性があれば取り組んで行くことの大切さ

を改めて知らされました。これはほかの事業でも言えることで、難

しい案件でも小口からひもといていけば前は開けてくるということ

だと思います。まだ、完成はしていませんが、粘り強い努力に感謝

しています。本当にありがとうございました。本当に地元の方もや

っと念願のというふうに言うております。感謝申し上げます。
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この質問をもって今議会での私の質問を終わらせていただきます。

御丁寧な答弁ありがとうございました。

副議長（松浦隆起君）

以上で、７番、森正彦君の一般質問を終わります。

ここで、10 時 20 分まで休憩します。

休憩 午前 10 時６分

再開 午前 10 時 20 分

副議長（松浦隆起君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、11 番、中村卓司君の発言を許します。

11 番（中村卓司君）

11 番議員の中村卓司でございます。議長のお許しを得まして、令

和３年６月議会の質問をさせていただきます。

昨日から議会でもコロナコロナで大変ということで、前日でござ

いましたが、佐川町もそして高知県、全国的にもまだコロナが大変

でございますけれども、町の行政は前に進まなければなりませんの

で、今回は町政の前進のためにも２点ほど質問をさせていただきま

す。

１点目は地域おこし協力隊についてと、もう１点は道の駅につい

ての質問をさせていただき、２点の質問をさせていただきます。

まず、今回の地域おこし協力隊ということで、私なりにネットで

少し調べてまいりましたので、全国的な動きを質問の前にお話をさ

せていただきたいと思います。

この地域おこし協力隊という事業は 2009 年に総務省がスタート

させた制度であるようでございまして、１年から３年以下の決まっ

た１期間で、都会でおいでる人材を地域おこし協力隊として地方に

移住をし、地方自治体がそれを受け入れて地域の問題解決や発展の

ため、活動を行うという事業であるようでございまして、任期を終

了してもその地域に定住する人もおいでるし、地域活動の活性化に

貢献をする事業だということでございます。

また、名産品を活用した商品開発であるとか、行政に対しての企

画運営とかですね、住民の交流の場をつくるというような内容で総

務省が募集をしている事業だそうでございます。そして、募集をす
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る人材につきましては内容、報酬等では全て自治体が決めるという

ふうになってるようでございます。したがって一定の基準はあるか

とは思いますけれども、協力隊の報酬も自治体が決定するというよ

うなことをネットでは配信をされておりました。

そして、全国で 47 都道府県がその事業に参加をしておりまして、

外国でもベルリンとかですね、それからエストニア、バリ島、ミャ

ンマー、オランダとかこういったところにも派遣をしているような

事業だそうでございます。

そして、国外のその状況を 30 か 40 例出てましたけれども、その

何点かをどんな事業をしてるかということも少し紹介をしたいと思

います。

北海道の下川町、短いコメントなんですけれども、発想力とか運

転スキルで生かして地域の課題を解決にチャレンジ。これもうこの

項目かし書いてませんけれど北海道下川町。

一方九州です。九州で一番小さな町で大きな挑戦。吉富町ってい

うんですかね。知らなかったあなた、自由な発想で特産品の開発。

ＳＮＳを使って広報。

今度は高知県です。高知県大川村。400 人の一人のあなた。400 人

の中の一人のあなた。何もないからだこそできる生き方を見つけて

見ませんかっていうコメント。

それから黒潮町。農業の未来をあなたの力を貸してください。地

域おこし協力隊っていうこうメッセージ。

残念ながらですね、佐川町の取り組みは開示をされておりません

でした。こんなネット上で見る内容を見ると各地方とも２、３人と

か多くても４、５人の方が派遣をされているようで行っているよう

でございますけども、佐川町でお聞きをしますと大変大人数で、し

かも各種種類がたくさんある中で協力隊がおいでたということで、

全国的に見ても雲泥の差があるなというふうな感じをしました。

佐川町内にいるとそのよその実態がわかりませんので、井の中の

蛙的でどこも佐川町なりにやってるかなと思ったんですけれども、

随分違っておりまして、佐川町は平成 26 年から令和３年まで８年間

ですか、この事業を実施しておりまして、70 名の、合計で 70 名の協

力隊を受け入れております。

そして、先ほど言った１年から３年の期間ですけれども、佐川町

は一応３年ということに区切ってありますので、１年を始めたとき
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には 10 人以下で７人ですか、８人ですか、１年間においでまして、

あ、７人ですね。平成 26 年には７人、平成 27 年には８人、28 年に

は 12 人ということで、３年間ですので、一番大所帯になったときに

はその当初の３年間で 27 名という方が佐川町においでたと、そうい

う計算で３年ごとに計算をしていきますと、27 年から 29 年は 31 人、

一番多いですね。28 年から 30 年には 30 人とこういったように 23 名

から 31 名の方が佐川においでたという実績でございます。

そこでですね、そのそれぞれの職種、自伐とかラボとかあるがで

すけども、その内容にもう一度お聞かせを願いたいと思いますので、

やっている職種の内容につきましてお聞かせを願いたいと思います。

そして、男女の比率というのはどうなってるのかということも聞か

せていただけたらありがたいと思います。よろしくお願いします。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

それでは中村議員の御質問にお答えさせていただきます。

佐川町での地域おこし協力隊の任用につきましては先ほど中村議

員がおっしゃいましたように、平成 26 年度以降につきましては 70

名の方が自伐林業を初め、ものづくりや農業などそれぞれの活動を

継続してまいりました。それぞれの事業の成果につきましては次の

ように説明させていただきます。

まず、自伐型林業につきましては町が施業委託をしております森

林面積約 90 ヘクタールのうち約７ヘクタールの間伐を行っており

ます。搬出されました木材量につきましては約 800 立米で、搬出木

材の販売価格は約 750 万円となっております。この間伐や搬出の作

業を行うにあたりまして、作業道を約 16 キロメートル新設をしてま

いりました。

次に佐川発明ラボや芸術作家に関しましてですが、レーザーカッ

ターなどを活用しまして、一部自伐型林業より搬出されました木材

を使うなどものづくりをとおしての商品開発や小中学校でのプログ

ラミング教育の支援、また、地域住民とのワークショップ形式によ

るものづくりを行ってまいりました。本年度からは町内の町立の全

小中学校でのプログラム教育の支援を行っております。

また、佐川発明ラボの作業場で行っております小学生を対象とい

たしました放課後発明クラブでは応募が定員数を大幅に超えるなど

子供たちのものづくりに対する関心も高まってきております。

次に、農業に関します分野でございます。有機農業への取り組み
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やショウガ、トマトなどの従事、また、お茶の振興などに取り組ん

でおります。任期満了後２名の方がショウガ、１名の方が高糖度ト

マトで新規就農し、佐川町内に定住をいたしております。

また、本年４月には先ほど副町長のほうからもお話がありました

が、佐川町とＪＡ高知県佐川支所苺部会、ＮＴＴ西日本、高知県、こ

の４者で連携協定を締結いたしましたＩＣＴ技術を活用したイチゴ

栽培への取り組みに従事するため、現在、地域おこし協力隊の募集

を行っております。

次に、植物を通じてのまちづくりの推進につきましては、佐川町

を「まちまるごと植物園」にしようという取り組みを盛り上げるた

め、ロゴプレートを作成いたしました。この取り組みに賛同してい

ただいた方にサポーターとなっていただき、家の庭や地域の花壇な

どにロゴプレートを立てていただくことで事業のＰＲを行ってまい

りました。また、この取り組みに関連しまして、牧野公園では季節

ごとに植栽を楽しむことができるよう、地域の皆様と公園の整備も

行ってまいりました。

このほか、ふるさと納税に関しましては地域資源の掘り起こしや

ニーズに応じまして、定期便の仕組みをつくるなど返礼品の充実を

行ってまいりました。

また、観光に関します分野では歴史、食、自然といったあらゆる

観光資源から佐川ならではの体験型プログラムを通して観光商品の

テストマーケティングを行うなどの、「わんさかわっしょい体験博」

をさかわ観光協会と協働で開催をしております。この取り組みによ

りまして、起業して間もない事業者の商品開発やブラッシュアップ

などにもつながっております。

現在までにこういった形の取り組みを行っております。以上でご

ざいます。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。中村議員の御質問

にお答えさせていただきます。

補足で、私のほうから説明をさせていただきます。

男女比がどうだという御質問がありましたので、およそ３割が女

性で７割が男性ということになってます。

70 名来ているうちの約半数が自伐型林業の地域おこし協力隊にな

ります。自伐型林業の協力隊につきましては男女比が女性１に対し
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て男性６ということで、やはり男性の割合が多いこともありまして、

全体としては３対７と。女性３の男性７という比率になってます。

以上です。

11 番（中村卓司君）

はい、わかりました。そこでですね、少し細かいことについて質

問をさせていただきますが、採用に、隊員採用におきましての条件

とかいうふうなことがあれば聞かせていただきたいと思いますが、

いかがですか。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えさせていただきます。隊員の採用につきましては３

大都市部からの採用というふうになります。で、要件につきまして

はそれぞれの採用する、種目につきましてそれぞれ応じた条件を付

けております。大まかにはそういった形で採用試験のほういたして

おります。以上でございます。

11 番（中村卓司君）

最初に申し上げました都会から地方にという事業でございますの

で、３大都市というのを名前を挙げていただければありがたいです。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。まず、関東圏の東京、千葉、埼玉、神奈

川。それから愛知県周辺の愛知、岐阜、三重。それから関西圏の大

阪、京都府、兵庫県および奈良、奈良県の全域、こういったものを対

象としております。

あと、要件におきましては、それぞれ政令指定都市が場合になる

ところもございます。以上でございます。

11 番（中村卓司君）

ということは地方から地方へっていうような条件下にはないって

いうことでいいんですか。例えば北海道とか沖縄とか鹿児島とかい

ったところからというような、協力隊は条件の中にはないという認

識でよろしゅうございますか。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

佐川町の場合にはそういったところには該当しないというふうに

なっております。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。あの、細かくいろいろ地域要

件がありまして、先ほど政令市からの地域おこし協力隊の受け入れ
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は大丈夫だという説明もありましたように、北海道から協力隊とし

て佐川町に着任してきている協力隊員もいました。

ですから、細かく何県じゃなきゃだめだということではなくて、

人口規模ですとか、政令市ですとか、細かい要件がありますので、

その細かい要件がお知りになりたいようでしたらまた後ほど細かい

資料をお渡しさせていただきたいというふうに思います。以上です。

11 番（中村卓司君）

それは結構ながですけども、採用するときに県の条件とかいうて

言われましたんですけど、そのほかに例えば独身でなければいけな

いとか夫婦でなければいけないとか歳がなんぼ以下じゃいけないと

かそこのそういう条件はないのかということで、もちろんその刑事

事件にかかわった人とかですね、いかんという分にはわかるんです

けども、なんかそういう制限があればということで質問をさせてい

ただきましたけど。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。基本的には住所地要件だけで

す。ただ、発明ラボの募集をするときに一定スキル、デザインのス

キルですとか機械をある程度習得してるとかですね、求めてるスキ

ルはありますけども、それは履歴書を出していただいて、あと個人

のＰＲ用紙を出していただいて、それを確認をしてですね、基本的

に今まで出された資料によってこの人はだめですというふうに判断

したことはありません。以上です。

11 番（中村卓司君）

はい、わかりました。条件の中では一応ある程度、制限は、ハード

ルは低いということで。それとですね、この協力隊だけではないん

ですけど、前にも少し議会の中で質問したかと思いますけれども、

受け入れてその方に問題があったっていうようなことの方は今まで

おられませんか。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。小さいもので、地元の方と何

か少しトラブルとまではいきませんが、ちょっとぶつかったという

ことはありますけども、大きなトラブルとして何か問題になったと

いう話は聞いておりません。以上です。

11 番（中村卓司君）

はい、決して否定的なことでそういう聞くことではありませんけ
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れども、そういった問題がなかったのかということで聞かせていた

だきました。

そこでですね、協力隊のメンバーはなかなか生活厳しいっていう

条件かと思いますけれども、今の段階で協力隊の手当、それとどれ

ぐらい時間、それぞれは条件によっても違うと思うんですけれども、

どれぐらい働いておられるのかということと、金銭的な部分で財政

的な部分で国とかからの交付金とかいうことで事業をされてると思

うんですけども、町の財源から持ち出しをしなければならないって

いうところの金額があるかどうか確認をさせていただきたいと思い

ます。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。地域おこし協力隊につきましては現在

会計年度任用職員というような位置づけにいたしておりまして、給

料月額につきましては 16 万４千円。あと、会計年度任用職員ですの

で、夏と冬に期末手当、こちらがつきまして、１年間で 238 万 6,200

円。これが年間の報酬になります。

あと、勤務の日数につきましては年間に 194 日。これは大体週に

４日、これを基本としております。

で、就業時間につきましては７時間 45 分というふうになっており

ます。

あと、その職種につきまして、土日に仕事をするとか、あと時間

がラボでしたら放課後発明クラブなどがありますので、夕方になる

とかいうふうにありますので、時間につきましては週４日のフレッ

クスというような形をとっております。

あと、財源につきましては協力隊員に１人あたり大体、約、一人

当たり上限を 480 万、特別交付税の措置がされます。で、このうち

報償につきましては、上限が 270 万ということで、今の形でいきま

すとこの特別交付税の中で収まっております。

あと、活動費、あ、すいません。活動費等につきましては家賃なん

かは活動費のほうで補助されますので、町の持ち出しは現在のとこ

ろないというような形となっております。以上です。

11 番（中村卓司君）

マックスの金額が非常に高いけびっくりしましたけども、それぞ

れの仕事の内容についてでもあるとは思いますけれども、先ほど紹

介していただいた月額とボーナス合わせて 236 万ですか、いう金額
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が高いのか安いのかはわかりません。適当か、適当な金額ではない

かと思いますけれども、まだ、持ち出しもなしに少し余裕があると

いうような感じでおられましたので、それでも協力隊のほうからの

要望とかいうものがなければそのままでいいんですけれども、要望

があれば、余裕さえあればですね、生活にゆとりのある金額をお払

いしたらどうかというふうに思いますので、こちらも思いますとだ

けお伝えをしておきます。

そこでですね、この事業は国の事業としても実績を重んじなけれ

ばならない、実績を残さなければならないというふうに思います。

で、先ほど少し、何人か、何割の方が残っておられるということ

を聞きましたが、町内に今までですね、残っていただいている割合、

先ほどお答えいただきましたが、もう一度お願いしたいということ

と、町外へ出られた方っていうのはどういう原因かなということを

聞かせていただきたいということと、町内に残っていただける方が、

佐川が魅力があるから残っていただいているんでしょうけれども、

このままおりたいというふうな理由かなんかがあったら聞かせてい

ただきたいと思いますが。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。現時点で 70 名のうちの卒業し

た方が 44 名ですね。中には３年間ではなくて、２年でやめられた協

力隊もいます。そのうち定住している人数が 26 人ということで、７

割ぐらいの割合になってます。

で、定住されなかった方、これはもうさまざまな理由があります。

自伐型林業をしたいということで来られた方、います。２年やって

ですね、やっぱりちょっと自分には合ってないかなということでふ

るさとに戻られた方もいますし、結婚を機に高知県内のほかの町で

林業の仕事に就かれたという方もいます。さまざまな理由がありま

す。

具体的に自伐型林業を言いますと定住しているみんなはですね、

個人で林業をやってる者もいれば、グループをつくって組合をつく

って林業してる者もいます。ラボに関して言いますと、卒業生で定

住してくれてる方、ラボとアーティストで８名ほどいます。それぞ

れが自分で個人事業主としてですね、事業者として仕事をしながら

佐川町で生活をしてくれております。

それぞれ佐川町がすばらしくてですね、東京から来た若者なんか
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は本当に佐川町がすばらしいところだと。東京から来るきっかけが

幼稚園、保育園の待機児童問題でありまして、入所ができなかった

という中で移住先を探した中で佐川町にたどり着いてですね、今も

佐川町に定住してくれてますが、本当にすばらしい町だということ

を言ってくれてる卒業生もいます。

佐川町に定住するという理由もさまざまだと思いますけども、そ

れぞれの地元、自治会で必要とされてですね、ぜひこの自治会にず

っと住み続けてほしいと言われている隊員もいますので、それぞれ

がそれぞれのしたい仕事をしっかりしていただいてですね、地域の

皆様とも関係をもって、すばらしい形で佐川町に定住をし続けてく

れるとありがたいなというふうに思ってます。以上です。

11 番（中村卓司君）

私個人の感想で申し訳ない。町民の方が全員そう抱いているかと

いうことではないかと思いますけども、協力隊の方と少しその町民

との間に浅い、深いとは言いませんけども、ちょっと溝があるよう

な気がして、交流を積極的に自分たちもしたいというふうに思って

ます。

そこでですね、それは自分、私個人が思ってるということだけか

もわかりませんけれども、行政のほうからですね、働きかけをでき

ることがあれば自治区、自治区でもかまんと思います。その方がお

いでる自治区の働きかけで声をかけるとかいうふうなことがやれれ

ばいいと思うし、それから今町長が言った地元に残っているという

ことで、大川村の協力隊の方が議員になりましたよね。ああいう形

で若い方が議員に出るとかですね、そういったことも考えていく中

で、町民との交流っていうものが個人的にそういうことが嫌な人も

おるかもわかりませんけれども、交流があるほうがいいかなという

ふうに思いますけども、町長が不可解な顔をしましたので、副町長

にちょっとお答えをいただきたいと思いますが。

副町長（中澤一眞君）

お答えを申し上げます。お答えと申しましても私の感じる協力隊

と地域との、町民との関係性といいますか交流について申し上げれ

ば、私も全ての協力隊員の日常を存じ上げてるわけではございませ

んけれども、私が把握をしております限りですね、地域の活動、イ

ベントであったり集まりであったり、そういったところに積極的に

参加をしている。ナウマン住宅に住んでる協力隊なんかは積極的に



185

地域とも交流があるというふうに認識をしておりますし、それから

ほかの地区で住んでる住民でもこれも聞いた話ですけれども、地域

の方のほうからぜひ彼らにここに居続けてほしいというようなお声

もお聞きをしております。

現在常時 24 名から 30 名の協力隊がおりますので、一人一人がそ

れぞれ、その住んでいる地域でですね、どういう日常、どういう地

域との交流を持っているかというとこまではちょっと私申し訳ござ

いませんけれども全ては把握はしておりませんけれども、返答を押

しなべて言えば任期後こちらに住み続けてくれている協力隊ってい

うのはそれなりに地域に、何て言いますか、根ざして交流をしてい

ただいているのではないかなとそのように私自身は感じております

し、そういうことが広がっていくことを期待をしています。以上で

ございます。

11 番（中村卓司君）

私の認識が少しずれていたようでございまして、こちらのほうか

らも積極的にお声をかける、トマトをつくっている方も個人的に知

っておりますので、そういった形でですね、積極的に声をかけてい

きたいというふうに思っております。

そこでですね、この協力隊のことについての質問最後でございま

すけれども、今後、事業がずっと継続していくというふうに思いま

す。今の自伐林業、ラボ、アーティスト、農業、観光というものの幅

がありますけれど、その他がいくつかあるんですけども、今後、ど

ういった形でこの事業を発展、向上させていきたいというふうにお

考えなのか、町長、お願いします。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。まず、自伐型林業の協力隊の

採用につきましては採用を始めた平成 26 年の時点ではですね、10 年

間、毎年５人ずつ採用をしようという目標を掲げました。やはり 20

年、50 年、100 年先持続可能な森づくりをするためにはやはり継続

的な人の確保、雇用が大切だというふうに思っておりまして、来年

度で 10 年目を迎えますが、担当課とも話をしておりますが、10 年

という区切りは設けてましたが、もう少しですね、山の集約の具合、

山の手の入り具合を見ながら採用を続けてもいいのではないかとい

う話を今しているところであります。

また、農業分野につきましてはイチゴの今取り組み、ＮＴＴ西日
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本さんと連携協定を結んでですね、佐川町の苺部会を取り上げてい

こうという中で、現在、佐川町の圃場でのイチゴづくりと、あと工

場でのイチゴづくり、両方勉強しながら佐川町の苺部会に貢献をし

てくれる協力隊を採用しようということで、今、募集をしていると

ころであります。

このイチゴ以外にも佐川町の基幹作目であるショウガですとか、

ニラですとか、農業に関しては引き続き担当課としっかりと話をし

ながら品目ごとに募集をしていきたいというふうには考えておりま

す。

あと、今後の予定になりますが、道の駅のオープンを２年後で予

定をして今進めております。道の駅のスタッフで料理をつくったり

とか、販売をしたりとか加工したりとか、さまざまな分野で道の駅

のスタッフとして地域おこし協力隊できていただいて、卒業後、定

住してもらってですね、道の駅で働いてくれるような、そんな隊員

も募集していきたいなというふうに思っております。

主には概略、現時点ではそのようなことを考えておりますが、そ

れぞれ時代の変化も見ながらですね、しっかり協議をして担当課か

らもこういう人を協力隊として募集したいと、採用したいという声

を吟味しながら、佐川町として佐川の幸せなまちづくりの一翼を担

ってくれる、そういう協力隊を今後も募集をして、採用していきた

いと考えております。以上です。

11 番（中村卓司君）

はい、わかりました。この事業が実績としてすばらしい実績を残

して、そしてこれが発展するということになりますと、佐川町の発

展にもつながると思いますので、ますます進めていただきたいと思

いますので、よろしくお願いをいたします。

この質問は以上にさせていただきまして、２番目の道の駅のこと

について質問をさせていただきます。

佐川町道の駅事業、これは議会で初めて質問をしてから 15 年くら

いたっておりまして、ようやく実現に向けて１歩１歩進み始めてい

るというふうに思っております。しかし、まだまだ残された問題は

多くて、令和５年４月の開業にこぎつけるまでにまだまだやらなけ

ればならない課題がたくさんあるというふうに思っておりまして、

質問をさせていただきます。

先日、全員協議会の中で当時の、当時の言うたらおかしいですけ



187

れども、田村課長のほうから開設までのプロセスということで、説

明を聞かせていただきました。今議会の中で松浦議員の中からもそ

の要旨に関しての質問ございましたけれども、少し松浦議員とは、

細かい質問になるかと思いますけれども、開設までのプロセスを質

問させていただきます。

先ほど申し上げましたけれども、本議会で道の駅事業、中心的な

存在で動いてきた田村課長が議会事務局ということになって、私に

いわしますと船でいう機関長がいなくなったかなという思いでござ

いますけれども、中澤副町長が代わりをやるように聞いておりまし

て、田村君同様それ以上に頑張ってほしいというふうに思っており

ます。これはそういう道の駅事業に関しては田村課長がやってきた

ことを全て引き継いでやっていただけるという認識でよろしゅうご

ざいますか。

副町長（中澤一眞君）

はい、そのように、産業振興課長の事務取扱という命を受けてお

りますので、そのように引き継がせていただきたいと思っておりま

す。

11 番（中村卓司君）

そうなりますと、この質問のお答えは副町長からいただけるとい

うことになろうかと思いますけれども、先ほどからるる申し上げて

おりますとおり、まだまだ問題が開業までこぎつけるためにはまだ

まだ問題があるというふうに思っておりますけれども、開業までの

説明をこの間の説明会の資料を少しございますけれども、この資料

をいただいておりますが、どういった経緯でこういうような内容を

こなしていけるのか、特に開業までこぎつけるためにいろんなこと

をやらなければならないということがありますが、この資料、重複

しても構いませんけれども、どうやってこぎつけるのか。

特に令和３年から４年の初めのころまでですね、今から１年弱ぐ

らいの間にやらなければならない仕事はどういうものがあるのか、

誰がやるのか、それを聞かせていただきたいと思います。

副町長（中澤一眞君）

はい、お答えを申し上げます。先日、御説明をさせていただきま

した作業項目、これは道の駅を運営するにあたっていくつかの部門

がございます。その部門に応じて開業までに、オープンまでに何を

しなければならいかということを落とし込んでおります。
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で、その内容をかいつまんで、どういうことを、この資料に落と

し込んだものですね、少しかいつまんで申し上げますと、お話のよ

うにやるべきことは山ほどあるというふうに思っております。

例えば道の駅の一番の中心の機能、いわゆる物販、市場の機能で

すね。これに関して言いましてもまず商品を集めなければならない。

大体今の店の広さからすると約 300 アイテムぐらいは必要であろう

というふうに思っております。

参考までに今の観光協会、浜口邸で販売している商品、これが大

体 100 アイテム。町内商品だけでですね。100 アイテムほどでござ

いますので、その３倍。町内商品だけです。これを道の駅これまで

も御説明を申し上げておりますけど、町内商品もちろんなんですけ

れども、やはり流域、この 33 号線圏内で唯一の道の駅ということに

なるということありますので、近隣の商品というものもこれも品揃

えしなければいけないだろうと、そういったものも含めてまず商品

確保ということがやらなければいけない大きなテーマであろうとい

うふうに思っております。

で、単に集めるというだけじゃなくてですね、今 300 あるかと言

ったら、並べられるものがあるかといったら、現実にあるかといっ

たらなかなかそれも難しい。ですから、今ある素材を活用して、去

年から取りかかっておりますけれど、商品開発をしていく、商品に

仕立てていく、そういう作業というのをこの間は、商品集めと商品

の開発ということを平行してやらなければならないだろうと思って

おります。

そのうち、物販のうちいわゆる主力になります農産物ですね、こ

れについてはまずはちきんの店さんと、これは既にお話もかなりさ

せてはいただいておりますけれども、そういった品揃えであったり

店づくり、運営の仕方であったりそういうことは相談をさせていた

だきながらやっていただきたいと。

で、農産物に関してはできればはちきんの店が一元的に集荷、品

揃えということをやっていただけると道の駅としてはありがたいか

なと思っておりますけれども、そういったことも含めて今後の調整

が必要になると。

それから加工品については先ほど申し上げましたようにその流域

からの集荷であったり、商品開発であったりそういう作業が主にな

るだろうというふうに思っております。
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それからもう一方レストラン、これは先日、松浦議員の御質問に

お答えいたしましたけれども、運営方法を直ちに決める必要があり

ます。委託にするのか直営にするのか。いずれのケースもどういっ

たメニュー構成にするのかと、いったようなことを詰める必要があ

るというふうに思っています。

あと、おもちゃ美術館の併設をすることになりますので、それに

ついて職員の確保、それからおもちゃ美術館というのは民間のボラ

ンティアの方におもちゃ学芸員というような形で手伝っていただく

というか、運営に参加していただくということになりますので、そ

のスタッフの育成、そういったこともやっていかなければならない。

それとあと全体の総務、管理ですね。これはいわゆる書類を新し

い組織をつくる場合に規定であるとか規則であるとか膨大な書類業

務というのが必要になります。そういったことも当然やっていかな

ければならない。

で、これらを大体誰がやるのかということですけれども、道の駅

の施設自体は役場、町がつくりますので、町の仕事として町のスタ

ッフがそれを担うと。で、実際に運営をやっていただこうと思って

いる今財団を立ち上げてということを想定をしておりますけれども、

先ほど申し上げた商品集めであったりレストランの運営形態であっ

たり、おもちゃ美術館の運営であったり、そういった部分について

は新しく発足する財団のスタッフ、職員が主導でこれを担っていく、

そういう形になろうと思っております。以上です。

11 番（中村卓司君）

まあ、副町長が言われて、メニューというのは先ほどズラッと言

いましたけども、少し私が言うのは誰がやるのといったいわゆる実

動隊ですよね。これが問題で、この間の説明では役場の職員さんが

ある程度やらないかんみたいな話でしたけれども、それではとても

じゃないけれども仕事量が多すぎる。

例えばですよ、既存の商品、農産物にしてもそれからお土産物に

しても既存のやつを集める。それ集めるにはどうしたらえいかって

言うたらやっぱり一人、一軒一軒行ってそこでどうでしょうかねっ

ていう挨拶ももちろん必要でしょうし、はちきんの店に対しての運

営とどういうようなやり方がありますかっていうことも必要でしょ

う。バーコードの問題とか搬入の問題ですとか、それから店の当番、

誰がやるの、責任はどうするのという細かいこともある。
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それから新商品の開発、やらないかんでしょう。例えば、窪川の

道の駅のあそこじゃ豚まんありますよね。あれの開発もあそこの中

から開発してできたものですよね。この道の駅にもそういった商品

開発というのも今の既存の中ではなかなか難しい。特別なものをつ

くらないかんいうことで四万十ドラマさんもいろいろ努力をしてる。

それから満天の星も抹茶まんじゅうですか、やってますよね。そう

いったことを開発するときに誰かが動かないかんですよね。

で、例えばこれ開発するためには、僕がいつも提唱しているのは

コンテスト、商品のコンテストっていうものをやって町内から参加

してもらう。で、お菓子部門とかそれからお土産部門とかそれから

まんじゅう的なものとかですね、そういうものを道の駅に対してコ

ンテストをやる。そしてその中からキラッと光るものができてきた

りするんですよ。で、昔からあるような佐川のお土産物もあっても、

歴史的に埋もれてしまったものもありますよね。塩納豆とかああい

うのもありますよね。そういったものを再開発するにはそしたらそ

れは誰がやるのってなるでしょ。それはコンテストをやりますって

いうことでやったら誰がやるということは役場の職員がそんなこと

を企画してなかなかできんですよね。

それからまだまだありますよね。職員の募集、どういう方式でや

るのか。町内の、ある程度、お店の方でもラーメンがおいしい店が

入りませんかとか、パンがおいしい店があったらパンが入りません

かとかいうテナントの部分も、大正軒のウナギも対象になるかもし

れん。やるのかやらないのかわかりませんけれども、そういったお

世話も足を運んで汗をかいてやらんとなかなか実現できない。期間

もあと２年ぐらいしか残ってない中でやらないかん。その準備には

１年前までにはしちょかないかん。来年の４月までにはそこまでは

かなりの目安が立っちょかないかん、という部分もありますよね。

こういった仕事が僕は今のままじゃ既に遅うなりすぎちゅうのに

やね、誰がどうやるのかっていうのが非常に心配ながですよ。で、

副町長そこらへんのその手足になれるような要因ていうのはどうい

うお考えですか。

副町長（中澤一眞君）

まず先ほどのお答えと少し繰り返しになりますけれども、オープ

ンまでの間に今役場がやるべきことと、運営を担っていただく予定

のその財団がやるべきことっていうのは分かれると思っています。
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まず役場がやることっていうのは当然施設を建設をする、それか

ら財団を立ち上げる、準備をするということですね。で、そのため

のスタッフの確保するということ、これに全力で取り組まなければ

ならないと思います。で、財団ができたあとのそのオープンまでの

準備ということで先ほど中村議員から御指摘のありました、商品を

集める、商品を開発する、で、そういったことっていうのはこれ基

本的に財団の仕事ということになると思っています。

ただ、商品開発に関してはおっしゃるとおり時間がかかります。

ただ、昨年からこれは観光協会に委託をして、先ほどコンテストと

いう御提案がございましたけれども、町内にそういう、将来に向け

てですね、まあ道の駅にもちろん限りませんけれども、今ある素材、

あるいは技術を使って新しい商品をつくりませんかという呼びかけ

をいたしました。それでいくつか各地域ごとにワークショップやっ

たりなんかして募集を、そういう意味では募集をしてます。コンテ

ストではないですけれども。その中から５商品程度、５アイテム程

度、昨年度の事業で新しい商品の卵と言いますか、ほぼ商品化でき

てるものもございます。そういったものも生まれつつありまして、

それは今年度も継続して進めていきたいと。ただ、今年度は観光協

会というよりも財団を今予定をしておりますので、財団が設立した

後に、財団の仕事としてそれをやっていただきたいというふうに今、

予算計上自体はさせていただいております。

そういったことも含めてですね、財団としてやらなければならな

いことが今御指摘いただいたようにたくさんございますので、財団

ができましたら基幹となる職員、今、役場としては駅長候補として

考えてる人材であったり、それから商品開発に担う人材であったり、

それから最初の質問でちょっと説明を省略させていただきましたけ

れども、いわゆる外商、ふるさと納税、そういったものも担う部門

というのも、これは店舗できる前から稼働はできますので、そこも

一定の職員をおきたいと思っております。で、財団職員の中でスタ

ッフ、必要な人材をそこに揃えることでオープンまでの準備、それ

に基本的には取りかかっていく。主体はそちらになるというふうに

考えております。以上です。

11 番（中村卓司君）

キーポイントは財団ができるということでしたけども、これは議

会の中で質問すると自分の上に唾吐くみたいなもんですけども、い
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わゆる凍結をされたその財政があって、その凍結を解かなければ財

団の設立はできんというふうに認識をしてますけれども、議会の一

員としてその一端を担ってますので、自分は個人的には早く解いて、

財団ができないと事業ができないのではないかという心配をしてお

るんですが、まあこの意見に対してどう思いますかというのも言い

にくいんですが、副町長、そういう考えがありますけれども、自分

のお考えはどうです。

副町長（中澤一眞君）

道の駅に関して、役場として道の駅を進めていくうえでの一番の

課題がまさにその運営主体、これを早く設立をして準備作業に着手

をする、それが一番の目下の課題であると私自身は考えております。

そのために先日来、議会の皆様に対してもですね、さまざまな御

意見これまでいただいておりますので、その一つ一つに対してこう

いった場、あるいは明日以降もお時間をいただけるということにな

っておりますので、その中でですね、議会の皆様方のいろいろな御

質問であったり、懸念であったり、懸念事項であったり、御疑問に

対してお答えをさせていただくことで１日も早くその準備作業をス

タートを切れるように私どもとして精一杯努力をしていきたいとそ

のように思っております。

11 番（中村卓司君）

なかなかその言いにくいというかズバッと言えん部分もあります

けれども、財団ができて、動き出したらっていう部分はもちろんあ

りますけれども、それでも人員的になかなか僕は時間的に非常にき

ついというふうに認識をしておりまして、町長も先ほど申し上げて

いただきました協力隊のメンバーにもその立ち上げの部分でも、そ

れから中に入ってもらったらいいんじゃないかという案もあったの、

大賛成ですが、その協力隊のメンバーでやれる人があればですよ、

今からその準備の段階の実動隊の人としてですよ、動いてもらえれ

ばその方をその総務なりの係になっていただいたらすごい内容がわ

かって今までの準備もやっとって、中身へ入っていけるという方が

協力隊の中でできればですよ、非常にスムーズにいくんではないか

というふうに思っています。で、職員も協力せないけませんけれど

も、さらにその手が必要だと思いまして、その手を協力隊の中から

得られればと。

さらにですよ、僕が考えているのは道の駅の開業対策室的な、名
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前は仮称ですけれども、実際にその開設するために動くための準備

の部屋っていうのがいるんではないろうか。そこで専門的に今まで

言ったような事業全部消化していく、どんどんどんどん消化してい

って、今は人間で言うと骨かしできてない、中身の内臓も何もでき

てない、血液も通ってないっていう状態だと思うんですよ。だから

それを内臓もこしらえて血液も入れて脳みそも入れて意識も入れて

というふうに、中身が充実できるための準備をものすごくやらなけ

ればこれは形だけでは無理だと思いますよ。人、熱い心をもっちゅ

う人が必要と思うんです。そういう人の結集において初めて成功す

るというふうに思ってます。だからそういう動く実動隊の人をそこ

で集めるっていうのが必要ではないかというふうに思いますが、中

澤さん、副町長どう思います。

副町長（中澤一眞君）

準備のために、人手ももちろんですし、今お話のありましたこう

いう道の駅をつくるんだという思いのもった人材が必要であるとい

うのはまったく私もそのとおりだと思っております。

現実的にこの財団、準備ができるようになりましたら今想定して

おりますのは今の産業振興課の課の中にですね、当面、財団のスタ

ッフを含めて同じフロアで仕事をするようにしようと。で、その中

に財団の職員として今の産業振興課の道の駅の担当と財団の新しく

スタッフになる人間、そこが同じフロアで顔を突き合わせながら、

役割分担、先ほど申し上げたように基本的に役場がやるべきこと、

財団がやるべきことありますけれども、先ほどの商品開発のように

役場の仕事としてこれを委託してやってもらうということもその中

にあります。だから、お互いが協力をし合いながら、役割分担し合

いながらその準備を進めていきたいというふうに思っております。

その中で必要な人材、先ほど協力隊ということもありましたけれど

も、今考えておりますのは駅長候補者とそれからその商品開発の人

材とその外販、ふるさと納税にかかわるそういうスタッフですけれ

ども、一応当面は今までも準備を、全くゼロからのスタートよりは

先ほど申し上げたように少し積み上げというのは、別の面からして

きておりますので、何とか間に合うようにそういうチーム体制で臨

みたいと思います。

ただ、実際スタートしてみて状況を見ながらそこはときどき考え

ていく必要があるのかなというふうには思っておりますけれども、



194

今のところそういった体制でまずはスタートを切りたいというふう

に考えているところでございます。以上です。

11 番（中村卓司君）

はい、まあ、畦地さんとかアドバイザーの方もおりますのでその

経験は十分だと思いますが、ただ、心配する、１から始める町外で

成功しなければならないということのことを思いそういうことを申

し上げましたが、準備が 100％、120％整ってないと成功しないとい

うことで、それ、自分らあで百姓しよりましたが苗半作という言葉

があってですね、苗が悪ければその作物は取れないんだと。で、苗

を十分つこうたら半分上手に育ったという言い方ながですけど、こ

ういう事業は完全に苗半作以上のことをやらなければならないと思

いますので、準備のほうをよろしくお願いしたいというふうに思っ

てございます。

最後になりましたけども、大変危惧をされていることがあってで

すね、片岡雄司君が町長選に出るということで、新聞記事の中では

道の駅は後ろ向きな考えという記事が載っておりました。これは議

会で全会一致で道の駅をやるんだというふうに決めて動いている中

で、まあ知り合いですけども、議会事務局に来ておりながら立候補

された方が道の駅をマイナスに、後ろ向きに考える記事が出るとい

うのはいかがなもんかというふうに思ってございますが、副町長、

その点につきまして聞かせていただいたら。町長は言わなくて結構

です。町長は言わなくて結構。副町長、個人的に。ノーコメントなら

ノーコメントで構いませんが、意見があったら聞かせていただきた

いです。

副町長（中澤一眞君）

今の件に関しまして、私は今の現在の事務局長と、ああ、失礼、副

町長としてですね、町の総合計画にある道の駅についてやる、淡々

と進める立場でございますので、今の御質問に対してはお答え控え

させていただきます。

11 番（中村卓司君）

はい、ありがとうございました。２点の質問をさせていただきま

して、協力隊、ますます発展しながら、その協力隊の協力も得なが

ら道の駅も発展していく、これが世界一、日本一世界一幸せになる

まちの一段階のステップだと思いますので、行政、議会ともにです

ね、また、町民も含めて成功するようなことをお祈りをいたしまし
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てこの場からの質問を終わります。ありがとうございました。

副議長（松浦隆起君）

以上で、11 番、中村卓司君の一般質問を終わります。

引き続き、２番、宮﨑知惠子君の発言を許します。

２番（宮﨑知惠子君）

２番議員、宮﨑知惠子です。議長のお許しをいただきまして、３

点の一般質問をさせていただきます。

この議場に立ちまして毎回思うことは、皆様が本当に真剣に取り

組まれ、佐川町の発展のために尽力を尽くされているということに

対して心よりお礼を申し上げたいと思います。

１点目の図書館についてお伺いをいたします。

佐川町における建て替えを目指している図書館について、建設当

初からたくさんの町民の方々や町役場で働いている職員さん、さら

にはここにお集まりの議員の方々など、数多くの期待や援助を受け

て行われてきた施策であります。現時点では佐川町に関する人たち

と町長との描く理想がちょっと分かりづらいのではないかと思いま

す。

現在、コロナウイルスの蔓延等もあり外出がしにくく、また、ビ

ジネスも難しい世相ではあります。ただ、その中でだからこそ読書

などをとおして内面を耕し、自分の価値を高めていくことには大き

な意味があるのではないでしょうか。町としてコロナ対策と平行し

て進めることは有意義な意味があると感じております。同時に読書

等は認知予防にも効果があり、高齢化する町の状況を鑑みても、生

涯現役社会の現実のために読書の習慣は極めて重要と考えておりま

す。「老いて学べば死して朽ちず」という佐藤一斎先生の言葉があり

ますように、文教のまち佐川の未来のために図書建設の建て替えは

極めて大きな希望であり、繰り返し訪れたくなる図書館を目指して

いただきたいと思います。

そこで、この計画を策定するにあたりまして、住民、議員、職員へ

の説明責任をしっかりと果たし、どれくらいの意見を取り入れられ

るのかをお伺いをいたします。

教育次長（吉野広昭君）

御質問にお答えさせていただきます。新しい図書館につきまして

は、新図書館計画の選任委員さんを初めとした住民の皆様の意見を

できるだけ反映したものにすることが大切なのではないかと考えて
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おります。

令和元年度に策定しました図書館の基本構想においても、ワーク

ショップであるとか町民の皆様に対してインタビューなどを通じて

住民の皆様の思いを盛り込んでおりますし、今年度策定予定の基本

計画につきましても同様に、町民の皆さんにインタビュー等を通じ

て、また、策定委員の皆様のお声を通じて住民みんなでつくりあげ

ていきたいと考えております。

そのための情報共有につきましては議員御質問にありましたとお

り、行政、住民、議員の皆様初め情報の共有を図るために、パブリッ

クコメントとかあるいは策定の経過について御説明の機会を設ける

とか、町のホームページ等で情報について発信していきたいと考え

ております。

２番（宮﨑知惠子君）

今のところ費用とか機能とか増床などその全体像について現段階

で共有していただける部分があれば教えていただきたいなと思って

おりますが。

教育次長（吉野広昭君）

はい、お答えさせていただきます。現段階では基本計画の策定の

途中で、第１回目の策定委員会が終わったところで、議員さんの質

問の内容につきましてはですね、これからの検討というふうな段階

になっております。

２番（宮﨑知惠子君）

続きまして、町長にも私たちと共有していただけるようなビジョ

ンの内容をお伺いしたいんですけれども。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。宮﨑議員の御質問

にお答えさせていただきます。

図書館整備についてのビジョンということでお答えをさせていた

だければいいかなと思いますので、少しお話をさせていただきます

と、現在の佐川町総合計画につきましても、みんなでつくると、住

民みんなで考えましょうということで総合計画づくりをさせていた

だきました。２年間かけてさまざまなできるだけ多くの住民の皆様、

子供たちの声も含めて集めさせていただいて、総合計画をつくりあ

げました。これはつくって終わりではなくて、つくってそこからス

タートをする計画に基づいたまちづくりに多くの住民の皆さんにお
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もしろがって主体的に参加をしていただきたいと、かかわっていた

だきたいという思いがあって、そのような計画の策定のプロセスを

踏みました。

図書館につきましても、同じようにできるだけ多くの町民の皆さ

んにかかわっていただいて新しい図書館という施設、箱が住民の皆

さんがそこに集まって本という媒体をきっかけにして集い、つなが

る、学ぶことは楽しいんだねと思っていただけるようなそんな図書

館にしたいという思いがあります。そのために今後基本計画をつく

って、建物の基本設計、実施設計につなげていくプロセスの中で多

くの住民の皆さんの声をいただいて、それを形にまとめあげていく

ということが大切だと思っております。

今回、図書館の基本構想の策定、基本計画の策定、アドバイスを

いただく大学の先生とか取りまとめをいただく委託先の会社も含め

て教育委員会が主導になって、自分たちが考えて、また委員の皆さ

んにもアドバイスをいただいて、これまで多くの皆さんの知恵を結

集して進めてきておりますので、今後につきましてもこれまで同様

ですね、多くの英知、多くの声を集めるというプロセスの中、みん

なで楽しめる、みんなで学ぶことを楽しめる、そんな図書館になっ

ていただけるといいなと、ありがたいなというふうに思っておりま

す。以上です。

２番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。こういう情報の共有というのが本

当に大事だと思いますので、今日、こういう形でいろんなことがお

伺いできたことは行政も議員も職員さんも同じ方向を目指して進め

るということは大変大事なことだと思いますので、これからも皆さ

ん本当に一人一人が参加できるようなそういうまちづくりを目指し

ていきたいと私も思っております。ありがとうございます。

続きまして、２つ目の質問に入らせていただきます。女性活躍推

進についてお伺いをいたします。現在、日本の議員や女性職員は少

し前に比べますと増えてはおりますが、まだまだ足りないのではな

いか、問題視されております。

３月議会の一般質問でもさせていただきましたが、国際女性デー

前のＩＰＵ列国議会同盟の報告によりますと世界の国会議員を占め

る女性の割合は 25.5％でしたが、日本はわずか 9.9％という数字で

ありました。ただ、私も町議会の場で活動させていただいておりま
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すが、私の所属している幸福実現党の女性議員の比率は 78.6％とな

っております。このように女性であってもその強みを生かし、力を

合わせてお役に立つことが可能であると思っております。

私は男女格差をなくすということではなくて、男女が強みを生か

し合う時代を望んでおります。機会の平等、チャンスの平等という

原則は崩さないほうがいいと考えております。間接的ではあります

が、地方が抱える少子高齢化などの課題解決も行いやすくなるので

はないでしょうか。このたび東京オリンピック組織委員会会長に就

任されました橋本聖子氏は参議院１期目に妊娠、出産をされました

が、これがきっかけとなり出産で本会議欠席を認める議会規則が制

定され、国会議員の産休制度につながっております。地方議会では

整備が行き届いていない面もありますが、今年に入り、議会運営に

ついてのルールのひな形となる、標準会議規則を改正する動きに伴

い、地方議員での産休制度等も整備されていくことが見込まれてお

ります。

そこで、佐川町における女性職員の活動の推進に関する、特定事

業主行動計画について計画が平成 28 年４月１日から平成 33 年３月

31 日までとなっておりますが、実践に伴った５年間の成果とこれか

ら継続の検討をされてはいかがかと思いますが、お答えをお願いい

たします。

総務課長（麻田正志君）

御質問にお答えいたします。まず、平成 28 年に策定しましたこの

計画についての継続についてお答えをさせていただきます。

この計画につきましては今年度以降も継続をするというふうに考

えております。当計画は先ほど御質問にもありましたように、平成

28 年に５カ年の計画として策定いたしまして、令和３年３月 31 日

までのものとなっておりますが、現在、資料の収集、計画内容につ

いての精査を行っている段階で、次期計画の策定までには現時点で

は至っておりません。

今後、早い段階で策定を行ってまいりたいというふうに考えてお

ります。

次に、成果という御質問であったと思いますが、この女性職員の

活躍の推進に関する特定事業主行動計画は女性職員が働きやすく、

より一層活躍できるような環境作りを実現することを目的として国

が定める行動計画策定指針に基づいて計画を策定しております。
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平成 28 年に策定をいたしました５カ年計画では、まず、女性職員

の採用、配置、育成、評価及び登用に関すること。次に継続勤務及び

仕事と家庭の両立に関すること。３つ目といたしまして超過勤務及

び年次有給休暇の取得と３つの柱につきましてそれぞれに数値目標

を掲げ、推進に取り組んでまいりました。

この成果についてはちょっと説明が長くなりますのを御容赦いた

だきたいと思います。

まず１番目の柱であります女性職員の採用、配置、育成、評価及

び登用に関することでは多くの女性職員が活躍できるよう、採用や

登用を拡大し、また、キャリア形成につながる職務等の機会付与の

促進を目指し、佐川町役場職員の女性の職員採用数、在職者の女性

比率、管理的地位にある職員の女性比率や、各役職段階にある職員

の女性比率を分析したうえで、数値目標といたしまして、令和２年

度までに管理的地位にある職員に占める女性職員の割合を 30％、係

長担当職以上の女性の割合を 40％以上とすることを掲げておりまし

た。計画策定後の５年間の在職者の女性比率は毎年度 50％を超えて

おりまして、令和２年度では 127 人中 66 人と、率にいたしますと

52％と、平成 27 年度以降、女性職員数が半数以上となっておりま

す。

また、先ほどの数値目標でも掲げております、管理的地位、これ

は課長補佐、課長になりますけれど、管理的地位にある職員や（役

職段階）これは係長、課長補佐、課長になります。に、ある職員の女

性比率も計画策定時に比べると上昇傾向にあります。

具体的な数値を申し上げますと、管理的地位にある職員の女性比

率、これは課長補佐、課長になりますけれど、数値目標が 30％以上

としておりました。この計画を策定いたしました平成 26 年度の実績

では 26.9％ということになっておりましたが、令和２年度では

34.6％とプラス 7.7％の増加ということで 30％以上の目標をクリア

しております。

次に各役職段階による女性職員の、職員の女性比率、これは係長、

課長補佐、課長になりますけれど、数値目標といたしまして 40％以

上を掲げておりました。平成 26 年度の時点におきましては 31％で

ありましたが、令和２年度では 42.9％とプラス 11.9％の増というこ

とになっております。こちらのほうも数値目標の 40％以上というこ

とをクリアしております。
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今、御説明しましたとおりそれぞれの数値目標を上回り女性登用

の推進はかなり進んでおると思われます。

次に２番目の柱であります継続的勤務及び仕事と家庭の両立に関

すること、こちらにおきましては女性が仕事と家庭を両立しやすい

環境づくりとして、育児休業や男性職員に家事育児介護等家庭生活

へのかかわりを推進し、男女とも働きやすい職場環境を整備するこ

とを目指して、平均勤続勤務年数の男女の差、男女別の育児休業取

得率及び平均取得期間、男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加の

ための休業取得率と平均取得日数を分析したうえで数値目標といた

しまして、育児休業を取得する男性職員の人数をゼロ人から１人以

上にすることを掲げておりました。

この計画策定時から現在まで結婚や出産を理由に退職する女性職

員はおりません。また、平成 28 年度から令和２年度の５年間で 14

人の女性職員の育児休業対象者がおりましたが、全員の方が育児休

業を取得しております。取得期間には４カ月程度から２年５カ月程

度とばらつきはありますけれど、女性職員の育児休業取得率は

100％となっております。

また、男性職員の育児休業対象者はこの５年間で 15 名おりました

が、残念ながら育児休業を取得した職員はおりませんでした。

しかしながら出産時の特別休暇は 11 人の職員が、育児参加の特別

休暇は４人の職員が取得をしており、取得日数にばらつきはありま

すけれど、徐々に育児のための休暇が取得しやすい環境づくり、そ

して男性職員の意識づくりもできたのではないかと考えております。

なお、先ほど言いました男性職員の育児休業取得を１人以上とい

う数値目標はこの計画の終わりであります令和２年度末までには達

成することはできませんでしたけれど、本年度、令和３年度に１人

取得中の職員がおりますので、これを足がかりに育児休業の取得推

進に力を入れていきたいと考えております。

最後に、３番目の柱であります超過勤務及び年次有給休暇の取得

ではワークライフバランスの実現を図るために長時間勤務を是正し、

業務の効率化、改革を行っていくことを目指し、職員一人当たりの

超過勤務時間、年次有給休暇の取得率を分析したうえで、数値目標

として職員一人当たりの平均年次休暇の取得日数を 15 日以上とす

ることを掲げておりました。令和２年の年次有給休暇の取得状況に

ついては平均 13.1 日となっており、15 日には及びませんでしたが、
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計画策定時、計画策定時は 11.0 でありました。この計画策定時と比

較すると平均取得日数は増えております。

この５年間で当計画に基づいた女性職員の係長以上への登用はか

なり進んでおり、これからの女性職員の活躍が期待できると考えて

おります。また、育児の面からも育児休業は子が３歳に達するまで

取得することができ、給料面でも育児休業期間については制度改正

により以前は昇給停止となっていたものが、現在では取得した際に

休業期間を含めた昇級、そして昇任も行われるようになり、育児休

業を取り巻く環境もかなり改善されてきております。復帰後も部分

休業等を取得することもでき、仕事と家庭の両立を行っていきやす

い環境へとなってきており、そういった制度を利用している職員も

出てきました。

本年の６月１日現在、育休を取得、また産休後育休取得予定の職

員は６人となっており、この６人の職員が復帰後仕事と家庭の両立

が無理なく行え、仕事のうえでもより一層活躍できる職場環境を整

備していくよう努めてまいります。

説明は以上です。

２番（宮﨑知惠子君）

はい、御丁寧な答弁ありがとうございます。こういう環境の中で

は女性の課長も今回２人ほど新しく就任されまして、働きやすい環

境ではないかなと伺っております。佐川町での女性職員の活躍、ひ

いては町議会の女性議員の活躍の輪が広がっていくことを願い、女

性活動推進についての質疑はこれで終了とさせていただきますが、

最後に、この質問でお２人の方が、新しい課長になられましたけれ

ども、一言ずつ今回に対しての。あ、そうですか、はい。失礼しまし

た。

はい、わかりました。ありがとうございます。

増えたということは働きやすいということだと認識しております。

ありがとうございます。

続きましてコロナワクチンについてお伺いをいたします。

今回、新たに承認されましたワクチンの国内治験では、ワクチン

を２回接種後に接種後の部位の痛みが 80％、37.5 度以上の発熱が

33％、疲労・倦怠感が 60％の方に認められるという報告があります。

そこで問題になりますのは一人暮らしをしている人たちが倦怠感や

吐き気をもよおす状態で過ごせるだろうかっていう疑問が少し、私
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の中でありまして、それに踏まえて、今各自治体でも副反応等相談

コールセンターなどをやっているようですが、実際、佐川町では高

齢者が多く、持病を持っている方もいらっしゃいますので、副反応

が起きることを考えると、接種後の継続的に生じる副反応に係る相

談や医療的見地が必要になると思います。専門的な相談窓口が必要

ではないかと思いますけれども、答弁をお願いいたします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

宮﨑議員の御質問にお答えをさせていただきます。この新型コロ

ナワクチンの副反応に関しましては、まず町民の方々に対しまして

は一つの取り組みとして 65 歳以上の接種券を発送いたしておりま

すけれども、その際にその個別通知の際に国が作成いたしましたこ

のファイザー製のワクチンの特性、それから副反応、接種に注意を

要する方、どんな方なのかといった記載をした説明書を同封して個

別には周知をしております。

それから町民の方々、広く周知をするという意味では広報さかわ

の４月号におきまして、国、それから県、町の相談窓口、これ電話番

号となりますが、そちらのほうの周知を行っております。で、また

合わせて接種券の際にも、通知の際にも町の作成したチラシにおい

て町の専用窓口、コロナの相談の専用窓口、22 局の 5678、これにつ

いてもあわせて周知をさせていただいております。

で、宮﨑議員おっしゃいますように、副反応については２回目の

ほうが強いということがわかっております。今後接種が進んでいき

ますので、副反応などの情報、それから相談窓口につきまして、重

ねて今度７月号の広報さかわに、を、載せさせていただく。また、町

のホームページ等を通じてまた重ねて町民の方々にも周知をしたい

と考えております。以上です。

２番（宮﨑知惠子君）

高齢者よりも若者のほうが副反応がひどいという傾向があります

が、高校生、中学生にも打つとなれば、さらなる必要性が出てくる

と思います。そういうことを考えると、常にリスクを考え、病院と

連絡していつでも診れる態勢をしくべきだと思いますが、この点に

ついてもう少し周知をするというか、こういう態勢をしくというこ

とは大事ではないかと思いますが、いかがでしょう。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この接種に対しましての副反応の
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対応といいますか、態勢につきましては接種をした個別医療機関、

それから集団接種はかわせみになりますけれども、それの副反応が

生じた場合の現場の対応、それから重い副反応が出た場合に対して

は高北病院のほうにつなぐというふうな態勢もとっております。

特に若い方が反応が大きいということもございます。で、そうい

ったこともありますし、接種をしたときにお医者さんのほうから接

種後、発熱が出たりした場合、例えば主治医の方に御相談をしてい

ただくとか、病院のほうにご連絡をいただくというふうなこともあ

わせて説明をしていただいております。そういうこともあわせまし

て、個別の周知とそれから広く町民の方への周知ということ両方を

行っていきたいと考えております。以上です。

２番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。ちょっと主人のほうが民生委員を

やっている関係で、またそういうことに出会いまして、一人暮らし

をしている方々に対してこういうお世話人とかそういう方の連携を

密にして対応を考えていただけたらありがたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

以上、３点を持ちまして一般質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。

副議長（松浦隆起君）

以上で、２番、宮﨑知惠子君の一般質問を終わります。

ここで、食事のため１時 30 分まで休憩します。

休憩 午前 11 時 53 分

再開 午後１時 30 分

副議長（松浦隆起君）

それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、４番、下川芳樹君の発言を許します。

４番（下川芳樹君）

４番議員の下川芳樹です。議長のお許しを得まして通告に従い、

ただいまから４点の質問をいたします。今議会においても町政の質

を問う者としてこの席から質問をさせていただきます。執行部の皆

様には誠意ある御答弁をよろしくお願いをいたします。

初めに、加茂地区で進んでいる管理型最終処分場に関する環境保
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全協定の具体的な説明会と地域振興策の実施計画についてお尋ねを

いたします。

県が示す環境保全協定の内容案と地元からのアンケートに関する

回答書が加茂地区の全戸に郵送されています。地元住民からは具体

的な説明会がいつ開催されるのかとの質問が多く上がってきており

ます。そこでまずお尋ねをいたします。県からの具体的な説明会の

開催予定日はいつごろになるでしょうか。昨日、７月下旬以降との

答弁もございましたが、なるべく早く環境影響調査の結果が出次第

実施をしてほしいと、このように考えております。現在、加茂地区

では双眼鏡をもった調査員の皆さんが空から山をしっかり眺めて調

査をしている状況が見受けられます。このあたりの完成も含めて予

定日、よろしく御答弁をください。

町民課長（片岡和子君）

御質問にお答えさせていただきます。開催日の日程につきまして

ですが、議員がおっしゃいましたとおり、現在、県が行っている環

境影響評価の結果がおおむね７月下旬から、いや、ごめんなさい、

７月下旬には取りまとめができると思いますので、その後７月下旬

から８月の上旬をめどに開催できますよう、また、新型コロナウイ

ルス感染症の状況も見きわめながら準備を進めてまいりたいと考え

ております。以上になります。

４番（下川芳樹君）

７月下旬から８月の上旬にかけてというふうな御回答をいただき

ました。まあ、現在コロナの関係で大変密になる環境が危険である

というふうなことから住民が集まる会議についても細心の注意を払

っていく必要があると思いますので、先ほどの内容を踏まえてです

ね、できるだけ県とは調整を図っていただきたいというふうに思い

ます。

次に、環境保全協定の素案に記載されている別表１から３までの

基準値、測定項目ごとの検査頻度についてお尋ねをいたします。こ

の協定書素案に添付されております別表１にある、騒音、振動、悪

臭に関する基準値はどのような根拠で示されているのか。また、別

表２の基準値が示されていないのはなぜか。別表３の測定項目にお

ける頻度の基準はどのように決定されたのか、この内容についてお

答えをいただきたいと思います。

町民課長（片岡和子君）
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御質問にお答えさせていただきます。まず、別表１の騒音につい

てですが、こちらのほうは騒音規制法による、基づきましてこの基

準を定めております。建設予定地につきましてはこの騒音規制法に

よる指定地域は、地域指定は受けておりませんけれども、地域住民

の生活環境を保全するため自主基準といたしまして、騒音規制法の

第３種区域相当の規制値を採用しております。

２番目の振動につきましても、振動規制法に基づくものになって

おります。こちらのほうも区域を指定して、その区域ごと時間ごと

に守られるべき基準を定めているものですけれども、建設予定地に

つきましては、同法による地域指定を受けておりませんので、規制

対象外ではありますけれども、自主基準で第２種区域相当の規制値

を採用させていただいております。

この１の騒音と２の振動につきましては、日高村のエコサイクル

センターの自主基準値と同等となっております。

続きまして、別表１の３、悪臭についてですけれども、悪臭の防

止法に基づいた基準になっております。こちらのほうは区域を指定

して、その区域ごとに守られるべき基準を定めているもので、建設

予定地はこの悪臭防止法により、第２種区域に地域指定されており

ます。そのため、この基準を採用しているものとなっております。

続きまして、別表２の粉じんの基準値についてですが、現在記載

がございませんが、粉じんに係る法令等の規制基準はありません。

そのため、建設機械の稼働に係る参考指標である 10 トン毎平方キロ

メートル毎月を目安に現在実施中の環境影響評価を踏まえて、今後

住民の皆様や関係者の御意見をお伺いしながら基準値を決定したい

と考えているところです。

続きまして、別表３の頻度が書かれているところですけれども、

こちらのほうは法令で基準が定められているものにつきましては、

別表の３の中の水環境、地下水の欄に書かれております測定場所が

モニタリング井戸及び地下水集排水管出口において実施する各測定

項目でありまして、検査頻度につきましても法令の規定どおりとな

っております。また、その使用、あ、ごめんなさい、測定頻度につき

ましてですが、この法令の基準に加えまして大気環境、水環境、騒

音、振動、悪臭、環境放射線の項目につきましてはこれまでの住民

説明会で皆様からいただきました、不安のお声を踏まえまして、住

民の皆様の安心安全をより確保することを目的に、県、及びエコサ
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イクル高知と協議のうえ、自主的に行われる内容をお示ししており

ます。

また、これらの自主的に行われる項目につきましても先ほど申し

上げましたとおり、騒音規制法、それから振動規制法、悪臭防止法

等の基準を参考に、あるいは基準に基づいた基準と、内容となって

おりますので、これまでの管理運営の経験を踏まえ、十分安全側の

視点に立った内容とお伺いしております。町といたしましても、妥

当なものであると受け止めております。以上になります。

４番（下川芳樹君）

はい、御説明をいただきました。この中で法令に従って定められ

ているというふうな御説明を受けましたが、別表１の３、悪臭の部

分なんですが、この部分は前回日高村とエコサイクルセンターとで

結んでいる協定書の基準値と異なっております。この協定書、日高

村の協定書なんですが、平成 19 年８月 20 日に締結されたものです。

今、令和３年ということで、13、14 年経過をしたというふうな流れ

の中でこの悪臭の分の基準値が改訂されて、数値がちょっと緩くな

っているっていうふうなことなら理解はできますが、今の数値見比

べてみますと、アンモニアとか例えば、現在のあの表に示されてお

ります基準値は５ｐｐｍ。これは日高との協定の中では１ｐｐｍ。

メチルメルカプタン、今示されているのが 0.01ｐｐｍ、これが日高

とは 0.002ｐｐｍ。全体的に基準値の数字が緩くなっているという

ふうに見受けられます。特にこの数値の変化について県と協議をさ

れたりとか、県からの情報、町の考える考え方ございましたらお示

しいただきたいと思います。

町民課長（片岡和子君）

お答えさせていただきます。先ほどの説明では不十分でありまし

たので、説明を加えさせていただきたいと思います。

この悪臭につきましてですが、悪臭防止法の中では住民の生活環

境を保全するため、知事または首長が必要と認める地域を指定する

ことになっております。町村の区域につきましては県知事が指定す

るものとなっております。高知県では県下全域が規制地域に指定さ

れているところです。

佐川町の処分場の予定地域は第２種区域に指定されておりますけ

れども、日高村の現在の処分場につきましては区域の一部が第１種、

第１種区域にかかっているため、より厳しい基準となっているもの
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です。以上です。

４番（下川芳樹君）

わかりました。基準値が第２種と第１種の違いで、基準値といい

ますか、地域指定が第２種と第１種の違いで基準値の数値が違うと

いうふうに理解をいたしました。

６月９日に開催される議員全員協議会においては、県より環境保

全協定の素案について詳しい説明があると聞いております。その場

で詳細についてはなお詳しくお聞きをしたいと思いますが、町にお

いても町民の代表として協定書に署名をする立場から、町民の不利

益等にならないようしっかりと確認をしていただきたいと思います。

町長においては新たな管理型最終処分場建設の町の代表として今

後とも加茂地区民に寄り添った誠意ある、県やエコサイクルセンタ

ーとの対応をよろしくお願いをしたいと思いますが、その御覚悟と

いうか、その意思について一言発言をいただきたいと思います。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。下川議員の御質問

にお答えさせていただきます。

下川議員おっしゃいますように、これまでも加茂地区の住民の皆

さんに精一杯誠心誠意寄り添ってしっかりと対応をしてきたつもり

でございます。今後におきましても、特にこの環境保全協定につき

ましては住民の皆さんも自分たちが住まわれる環境のことになりま

すので、大変関心も高いというふうに思っております。

厳しい目でしっかりと提示されたものをチェックして話を聞いて、

確認もしながら加茂地区の住民の皆さんに寄り添った形で協定の締

結に向けて進めていきたいというふうに考えております。以上です。

４番（下川芳樹君）

はい、これまでどおり、誠心誠意をもって厳しくその中身につい

て確認をしていくというふうなお言葉をいただきました。よろしく

お願いしたいと思います。

それでは次に、令和３年度地域振興策の実施計画についてお尋ね

をいたします。

先の３月定例会でも質問をいたしました、地域振興策の進捗状況

と課題や問題点などについて、改めて質問をいたします。

初めに、令和３年度の事業種目ごとの発注計画についてお尋ねを

いたします。先の質問では、令和３年度において、建設課所管で３
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億 3,490 万円の事業予算が計上されていると伺いました。それ以外

にも、令和３年完成予定工事として、地域コミュニティー活性化事

業、これは公民館等を対象にした事業です。それから、若者定住促

進事業として海津見公園の事業がございます。これらは令和３年に

あわせて完成をする計画となっております。本年度も２カ月余りが

過ぎ、具体的な発注計画も固まりつつあると推測いたします。

そこで、本年度の事業について具体的な事業種目ごとのタイムス

ケジュールをお答えいただきたいと思います。

建設課長（池内伸雄君）

御質問にお答えさせていただきます。建設課で所管する事業につ

いてでありますが、現在計画している事業ごとに申し上げますと、

町道修繕等工事としまして、これを３カ所、で、地方債事業としま

してこれを７カ所、道路交付金事業としまして４カ所、河川総務費

として５カ所、がけくずれ住家防災対策事業としまして３カ所、合

計 22 カ所を建設課として事業実施することとしています。

現在、先ほど申し上げました事業別に道路橋梁維持費で工事１件、

道路施設修繕事業で工事５件内１件を完了しております。地方道路

交付金事業で測量設計３件、河川総務費で工事１件、測量設計２件、

支障物件移設１件を契約し、事業を実施しているところであります。

以上でございます。

４番（下川芳樹君）

はい、事業別に簡単な御説明をいただきました。現実に先ほど説

明をいただいた事業箇所で発注がおくれたり、困難であったりとか、

完了がおくれるとかそのような事例がございますか。あればお答え

ください。

建設課長（池内伸雄君）

お答えさせていただきます。現在のところ発注がおくれるとか工

期がおくれるとかそういった問題はまだ発生しておりませんが、現

在発生しております課題、問題としましてはまず１点目としまして、

幹線道路の拡幅要望がありました地区で、道路測量設計業務を発注

し、現地調査を行っていたところ、現道に隣接する農地所有者から

事業について反対を受け、この区間の事業実施が困難な状況となっ

ております。この方につきましては拡幅事業の実施自体に反対をさ

れているため、地元と協議、調整を行いましたが、この路線の全線

拡幅は困難となっております。この路線の全線拡幅は困難とはなり
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ますが、拡幅予定区間の宅地まで整備することができれば、緊急車

両が進入することが可能となり、整備効果は十分あると考えており

ますので、一部区間とはなりますが、整備を進めてまいりたいと考

えております。

道路の拡幅、要望箇所につきましては今後もこのような事態が発

生すると思われますが、地元との協議、調整を行いながら地権者と

の交渉を進め、事業を実施していきたいと考えております。

２点目としましては、先ほど３件と申し上げましたがけくずれ住

家防災対策事業の実施要望がありました方につきまして、この事業

実施にあたっては分担金にかかる一定の個人負担が必要となってお

り、加茂地区においては地域振興策の一つとして、事業に必要な個

人負担を軽減するようにもしておりましたが、この個人負担を準備

することができないとのことであり、本年度の事業実施を見送るこ

ととなっております。

以上が、現時点で地域振興策の実施にあたっての状況となってお

ります。

４番（下川芳樹君）

はい、わかりました。幹線道路については以前の議会定例会の中

でも是非この機会に完成をさせていただきたい。その大きな問題と

なるのはやはり用地の問題が一番大きいんじゃないのかなと。ぜひ

ですね、問題のあるエリアについてはですね、町のほうも積極的に

御参加をいただいて、その話し合いの中で用地等の必要性があれば

ぜひしっかり取り組んで完成をさせていただきたい、このように考

えております。

あと、３月の定例会でもうちょっと確認をさせていただきました、

その事業遂行する上での人的な問題であったり、組織としての課題、

そのようなものがあれば、ぜひ伺いたいと思います。

建設課長（池内伸雄君）

お答えさせていただきます。人員配置の観点からのお話、答弁さ

せていただきます。

地域振興策の実施に当たりましては、現在、高知県から令和３年

度末までの予定で職員２名が派遣されておりますが、令和４年度以

降の派遣につきましても、高知県に対して派遣継続を要望していた

だくよう、町長にも伝えております。また、町長からは年度途中で

あっても、職員が不足する場合や派遣を要望するので早めに報告す
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るように指示も受けております。

昨年度は高知県から派遣されている職員２名には、地域振興策の

業務に従事するほか、町の実施事業である公共土木施設災害復旧事

業及びがけくずれ住家防災対策事業の主担当として、さらに、橋梁

修繕工事を初め、町単独工事などの業務にも従事していただいてお

りました。本年度は地域振興策に係る事業が本格化し、県からの派

遣職員２名については測量の補助などを除き、町の業務から離れて

おり、２名が担当していた業務については町職員が担当をしており

ます。

町職員の配置につきましては、地域振興策の実施、多様化する事

業実施要望への対応、慢性化する時間外勤務などの状況を踏まえ、

昨年度の早期から土木関連事業を担当する建設課技術監理係への人

員増を要望してきたところであり、その結果、本年４月に１名では

ありますが職員が増員されております。

まだまだ、時間外勤務を行いながら業務を進めている状況は変わ

らず、万全ではありませんが、昨年までと比べ、事業を実施できる

態勢が整い、本年度は町の事業実施、失礼しました。町の実施事業

につきましては住民要望に早く応えられますよう、早期発注するこ

とができております。以上でございます。

４番（下川芳樹君）

はい、あの、課題でございました県からの派遣職員の皆さんにつ

いても、２名の皆さんが今現在活躍をされているというふうなこと

を伺いました。また、令和４年以降も県に対して職員の派遣を継続

して依頼をしていくというふうなことも伺いました。さらに建設課

のほうの人員についても、４月以降１名増加をされたというふうな

ことでございます。

地域振興策は住民の皆さんの痛みや思いを少しでも和らげてくれ

る希望の事業となります。産廃を受け入れる地域住民にとって、全

ての事業が住民の意向に沿った喜ばれる事業につながっていくこと

が重要です。この事業が住民や担当する職員にとって重荷になって

はならない。そうならないためにはみんなが笑顔で事業に取り組め

る、地域、職場環境が大切です。私も職員の皆さんが笑顔で業務が

遂行できるよう、地域、職場の環境をよくする取り組みを今後とも

進めてまいりたいと考えておりますので、職員の皆さんには町民の

皆さんに寄り添ったますますの御奮闘、期待をいたしましてこの質
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問は終わりたいと思います。

次に、防災無線の早朝６時に聞こえてくるチャイムについてお尋

ねをしたいと思います。

早朝より、町内全域に響きわたる防災無線の早朝チャイム。朝６

時の時報を告げるお知らせと、防災無線の機能チェックのために行

われている放送だと聞いております。放送が開始されてから、久し

く続く日常の光景ではありますが、社会の多様化や新型コロナウイ

ルスの影響などから、労働時間の変化やさまざまな疾病を抱えて苦

しんでいる住民からはなんとかならないか、との問い合わせも少な

くありません。

安芸市の野良時計ではありませんが、個人が時計を持たなかった

ころには時間を知る一つの方法として重宝されていた時代もござい

ました。現に、佐川町役場の屋上にも平成の時代まで時計台が掲示

されておりました。時計を持たない子供たちや早朝より野外で農作

業に従事する皆さんにとっては現在においても必要だとされる意見

も少なくありません。しかし、令和を迎えたこの時代に時を告げる

ために繰り返される朝６時のチャイムを必要としない方も増えてき

つつあります。

防災無線は緊急時に全ての世帯に情報を伝える必要があります。

スピーカーから遠い世帯の皆さんにも等しく聞こえる音量を設定す

ることは大切です。しかし、スピーカーに近い住民の皆さんにとっ

てこの音量は大変大きく、早朝から大きな音量で苦しんでいる皆さ

んも町内には少なからずおられます。夜勤明けの睡眠を邪魔された

り、ストレスや疾病を持たれて熟睡できない環境の中で、音により

十分な生活環境が保てない、このような方も現実にいらっしゃいま

す。

そこでお尋ねをいたします。朝６時の放送は必要でしょうか。ど

うしても行う必要があれば、その理由についてお答えをいただきた

いと思います。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。まず、防災行政無線における定時の放送であ

りますけれど、現在は黒岩地区を除く４地区では、６時、12 時、17

時の３回、黒岩地区におきましては 10 時、15 時を追加した計５回

の放送が行われております。

この防災行政無線の定時の放送についてでありますけれど、これ
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はやはり災害発生時に確実に放送を行うため、普段から正常に放送

されていることを確認する必要がございます。実際に放送し、放送

されていることを確認するには、はやり正常に放送、確認するため

の最も確実な方法と考えております。

現実に今更新前の防災行政無線でありますが、老朽化等でしばし

ば、しばしばというか故障することもございます。そのような際に

住民の皆様方から防災行政無線が放送されてないでありますとか、

音が割れて聞きづらいとか、途切れ途切れの放送になっているとか

の通報を受けております。このようなことで故障が判明し、早期の

復旧につながった事例自体が多数ございます。この定時に放送を確

認することはこの防災行政無線を確実に運用していくうえで大変有

効な手段であるということは考えております。

御質問にありました６時の定時放送の必要性についてであります

けれど、これにつきましては、かなり６時から大きい音で鳴ってか

なりやかましいのでやめてほしいというご要望があれば、その朝を

やめて、先ほど言いました３回を２回にすることは可能でございま

す。ただ、その場合はやはり地元自治会等からの要望、それを受け

て検討とか協議をさせていただきたいというふうに考えております。

以上でございます。

４番（下川芳樹君）

はい、自治会の了解があれば４回が３回というふうなお話でござ

いました。

先ほど朝６時放送の必要性で機能が正常であるかどうか、そのチ

ェックのためにというふうなことでしたが、朝６時の放送を聞こえ

たというふうなことで全ての地域から連絡を受けたりとか、役場が

確認したりとかそういうことしてます。実際に。あの、聞こえなか

ったよとかいうことの連絡はありますよね、それは。まあ、本当に

防災無線としての機能を果たすためにはいざというときには聞こえ

ないと本当に困ります。

この前、担当課のほうに問い合わせをいたしましたところ、令和

３年、今ちょうど更新の真っ最中で新しい機器が導入されると。そ

の機器が導入されることによって、地域別にスピーカーの音量調整

が可能になると。先ほど総務課長がおっしゃいました自治会の総意

があれば、その早朝の放送、やめてもいいというふうなこともちょ

っと伺いました。先ほど伺ったように、まあなかなか今の旧式で調
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整っていうのは難しいとは思いますが、その令和３年更新が終わっ

てですね、しっかりした放送設備が担保されれば、そんなに２時間

おきとか３時間おきにぎっちり音で確認せないかんというふうなこ

ともなくなると思います。実際に。そればあいいものじゃないと導

入する意味もないと思いますので、ぜひですね、そういう情報につ

いてもですね、各地域にこういうことであれば休止ができるよとか、

音量調整できるよとかいうようなことについての情報提供というの

もよろしくお願いをしたいと思います。

時代の変化とともに地域社会の考え方というものはさまざまに変

わってきます。日常の生活で必要なものとそうでないもの、これら

の見きわめは人の意見の数ではありません。本当に必要なものは少

数意見でも残さなければならないし、必要でないものは少数意見で

あってもやめるべきだと考えます。行政は町民の皆さんの先頭に立

って正しい見きわめをしっかりしていただきますようお願いをいた

しましてこの質問は終わりたいと思います。

それでは次の質問です。新型コロナウイルスワクチン予防接種状

況についてお尋ねをいたします。この質問は多くの議員の皆さんか

らございましたので、特に２点ほど質問をしたいと思います。

まず、昨日の各議員の皆さんからの質問の中で、国が進める７月

末までの 65 歳以上の高齢者接種、佐川町においては若干８月にずれ

込む方もいらっしゃると。５つの病院、それからかわせみによる集

団接種、この流れがずれ込みつつもあるが、８月初旬ぐらいにはほ

ぼほぼ終わると。まあ、病院については再度検討もしていくという

ふうな流れの御説明がございました。

私は高北病院に申し込みをいたしました。１回目が７月の 17 日、

２回目が８月の６日ということで、「あらーこのままいったら俺ちょ

っとやばいかな」というふうな感じもいたしました。あの、５つの

病院、それから集団接種会場、なんとかすき間を調整してこれは本

人の合意が必要なんですが、すき間を調整してなるべく後ろの帳尻

がなるべく合うように、なるべく早く進める方法というものはない

んでしょうか。お答えいただきたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。この 65 歳以上

のコロナワクチンの接種の予約につきましては、昨日、何名かの議

員の御質問にお答えをしたところです。
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現在はほぼ、予約される方、御希望の方４千人少しおいでますけ

れども、現状は予約がほぼほぼ入らないような状況になっておりま

す。その中で当初、各医療機関５つの医療機関、それから健康福祉

センターかわせみで行います集団接種についての予約を受け付ける

中では個別接種を推奨するということで、各医療機関での受け入れ

の態勢、１週間あたりに受け入れる数等の調整をさせていただいて

予約を受け付けを開始をいたしました。

その状況の中でやはり高北病院のほうがどうしても集団接種より

かは高北病院で受けたいという方もおいでまして、予約が５月 10 日

の月曜日から受け付けをさせていただきましたが、その中で高北病

院の予約の入りが非常に多いという状況を受けて、木曜日の夕方に

医療機関はかなりいっぱいになったので、集団接種のほうがあいて

いますと、おすすめしますというふうな防災行政無線流させていた

だきました。で、金曜日はその影響もあって集団接種の予約がかな

り多くありました。で、そういったところ、特に高北病院さんとは

途中経過の中でそういう接種をされる方の誘導といいますか、あき

の状況を見ながら町民の方に呼びかけたという経緯が一つあります。

あとは、８月、それでもやはり高北病院で受けたいという方は、

それは本人の御希望と、強い御希望がある場合はそれは請け負うと

いう形で受けた結果、８月、最終的には８月が第１回目の接種の方

も受け入れたという経過があります。

で、やはり国全体が７月末をめどにということがありましたので、

これも受けて最終的にやはり８月の第１回目、高北病院さんで受け

る方については再度連絡、個別に連絡をしていただいて、高北病院

の枠を、７月の枠を広げて、７月の第１回目のほうに前倒しをする

と。で、それがなかなか精一杯の状況でありまして、最終的には今

の段階では全員の方が第１回目は７月に受けられるという状況。こ

れはほかの病院では７月には終わる。で、かわせみの集団接種につ

いても最終が２回目が７月の 25 日の日曜日に設定してますけども、

そのような状況になっております。

これは国の方針、特に菅総理がそういうふうにおっしゃったって

いうこともありますけれども、やはり個人的なそういった御意向、

特にかかりつけのお医者さん、病院で受けたいという方が一定おい

でるということがありますので、無理に７月末に合わせるというこ

とは最終的には町としてはそこは本人の御意思、御意向を尊重して
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いるというところです。以上です。

４番（下川芳樹君）

はい、まあ、昨日の御説明の中で高北以外はほぼほぼ清和、西森、

こどもクリニック、藤井さん、それぞれ定数をしっかりかかえて消

化が可能であると。集団接種についてもグループを増やすことでな

んとか７月末にというお話です。

私がね、ちょっと聞きたかったのは当初、個人接種を推奨された

というふうな流れの中で例えば持病があったりとか、かかりつけの

お医者さんのアドバイスを聞きながらワクチン接種を受けると、す

ごく安心感があって何かあったときにすぐ先生が対応してくれると

いうふうなことからそちらのほうに無理をして手を挙げられた方も

おられるんじゃないかなと。推察をいたします。ただ、先生のほう

がいやそれは大丈夫ですよどこで打ってもっていうふうなことなら

少しでも早いところへ行きたいなっていう希望もあろうかと思いま

す。まあ、少人数でもちょっと医療機関すいてそこへはまるような

ことがあれば、ぜひそういう誘導も進めつつ 65 歳以上を速やかに終

わらせて次の世代へ移行していくというふうなスピード感を持った

接種体制というものをよろしくお願いをしたいと思います。

また、第４波では若者、低年齢層が重症化する傾向が見えてきて

おります。ワクチン接種の先ほど言いましたスピードを上げること

で持病のある 12 歳以上の対象者にワクチンを接種してほしいとい

うふうな御意見もございます。まあ、12 歳については今まだ国のほ

うがしっかり方向性を出してないということで、16 歳以上の対象と

いうふうな流れでありますが、いずれ、12 歳からの接種が可能とな

ればそのエリアの中に入ると思います。ぜひ、このことについても

御検討いただきたいというふうに思います。

あとひとつ、ワクチン接種後の証明書の発行。今、世界の流れの

中で、例えば海外旅行へ行く、それからいろいろなイベント、それ

から飲食店、国内旅行に関してもそうなんですが、２回の予防接種

をしているという証明書があることによってですね、非常に活動が

しやすくなる、受け入れ側も楽になる、そういうふうな流れが見受

けられます。佐川町においてもそういう２回接種が終わった皆さん

の接種完了を示すような、そういう証明書の発行、このことについ

てお考えがあればただいま申し上げました 12 歳以上の疾病を持た

れている患者に対する早期、これについてはいいわ、これはえい。
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まあなかなかまだ決まってないんで、その証明のほう、証明のほう

についてはちょっと明確にお答えいただきたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。お答えをする前にですね、ワクチ

ンの接種のスピードアップをという話がございました。また、個別

接種を進めるという中で、これは事前に主治医の方としっかり相談

をしていただいたうえで心配であれば主治医の方に集団接種である

とか個別接種であるとかいうことを相談をしてくださいという話も

しております。で、現実に個別接種を予約された方が集団接種にま

わるという方もおいでますし、もし、集団接種にという方がおいで

ましたら健康福祉課のほうに電話いただいたら、まあ、ボツボツそ

ういう方がおいでますので、受け入れをしておりますので、申し添

えておきます。

それから、12 歳以上はかまわないという話でしたね。えーと、証

明書の関係はこれはまあ、ワクチンパスポートといわれるようなも

のも言われておりますけれども、現時点では接種済み証ということ

で、接種券のところに終わりましたらですね、接種済証を発行する

ような形になっております。で、今の時点ではそれがワクチン接種

をしたというような証明になりますけれども、それ以外で今国とか

が考えられている接種証明書につきましてはこれは佐川町で考える

というよりかは国のほうで考えていただくという形になろうかと思

います。で、発行主体がどういうふうになるのかということもまだ

明確にわかっておりませんので、国の情報等見ながら佐川町で対応

しなければならないということであれば、それは佐川町の仕事とし

て対応していくということになります。以上です。

４番（下川芳樹君）

はい、わかりました。証明書についてはぜひ国の動向、それをず

っと待ちよってもしょうがないんで、町内だけでもしっかり証明が

できるような形の佐川町が認めた証明みたいな形ででもですね、ぜ

ひ取り組みを進めていただきたいというふうに思います。先ほど、

回答を求めませんでしたが 12 歳以上についてもぜひ国の考え方が

進みましたら取り組みをお願いをいたします。

昨年の春以降世界中の生活スタイルが激変をいたしまして、2020

年はコロナウイルスとの戦いで幕を開け、その収束に向けて多くの

国々で取り組みが進んでいるところです。ワクチンの早期接種で被
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害を最小限に止めなければならない。各自治体でその進捗は違いま

すが、この取り組みにかかわる職員の皆さんの力にかかっておりま

す。大変な時代ですが、健康に留意され頑張ってというエールを送

りまして、この質問は終わりたいと思います。

それでは、最後の質問に移ります。新規就農者向けの体験ハウス

設置についてお尋ねをいたします。

佐川町においても少子高齢化の波が進んでおります。町内の人口

確保、維持をし、将来に町の、将来的に町の発展を図っていくため

には移住、定住対策が欠かせません。町はこれまでにもこれらの問

題を解決するための施策に取り組んでおります。地域おこし協力隊

の雇用や定住、新しい産業の育成、住民との連携による地域の活性

化など少しずつ成果が現れています。

しかし、まだ十分とは言えません。このことについては６月定例

会の行政報告にもあったとおり、第５次佐川町総合計画に基づく事

業の進捗状況についての報告の中で、総合計画前半の５年間が終了

し、５年間を統括するために実施された全町民対象のアンケートに

その答えが出ております。そのアンケート結果では今後５年間に特

に力を入れるべき施策の設問で、雇用対策、若者定住、農商工振興

等を望む回答が 30％を上回る結果となって出てきていることです。

町民の皆さんにとってはまだまだ十分ではない、もっと力を入れて

ほしいとの願いが込められた結果だと私は認識しております。

私は以前から町の基幹産業である農業に力を入れて、新規就農者

の確保と定住を図るべきだと訴えてまいりました。農協合併でも既

存の農協が取り組んできたレベルは県下統一農協となり、機能が低

下しないか、各自治体が取り組んでいたそれぞれの特色が失われは

しないかとの不安から質問を重ねてまいりました。

そこで初めに、アンケートを踏まえ、佐川町は農業を基幹産業と

捉え、新規就農者の確保と定住に取り組んでいく覚悟がおありでし

ょうかというところをお尋ねしたいと思います。

副町長（中澤一眞君）

下川議員の御質問にお答えをいたします。

農林業、佐川町の核として振興していく覚悟はあるかというお尋

ねでございます。先ほどの御紹介いただきましたアンケートの結果

で総合計画の前５年間を取り組んできた結果として、次の５年間に、

後半に残される課題がその点が大きくあろうかと思います。
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冒頭、町長の行政報告の中でもその点は御説明を申し上げたとこ

ろでございますけれども、そういった課題を認識したうえで後半５

年間に向けて一つは行政報告で触れました道の駅、これを核にした

生産を振興してしっかりそれに付加価値を付けてそれを販売をする

ことで町内の農業所得を上げていく。で、農業が持続可能、経営可

能、食べていける農業にしていくそういう役割を道の駅も含めて担

うことで農業について、佐川町の基幹産業として育てていく。まあ、

道の駅一つでございますけれども、そういった施策を考案、こうじ

ていくことで農林業の振興、取り組みを進めていきたいとそのよう

に決意をしているところでございます。以上でございます。

４番（下川芳樹君）

まち・ひと・しごと案はこの総合戦略の中でもやはり定住に向け

て、また、後継者の育成、そういうものはものすごく必要だと思い

ます。農業がやっぱり新しく再生されるためには新たな人員がそこ

に確保できて、初めて新たな農作物が生まれ、その中から加工品も

生まれていく、この流れでいうならばやはり新規就農者がその底辺

の中で、ピラミッドの一番下の段階で増えていかない限り、佐川町

の農業というものは前向きに進まないのかなというふうに思います。

今、聞いた話なんですが、新規就農者が中古ハウスを斡旋されて、

それを活用して就農体験を行っているというふうな話でございます。

私自身このような環境で果たして就農につながるのかなと大いに不

安を感じました。その理由は私の経験からなんですが、中古ハウス

を借りて営農にこぎつけるまでのさまざまな課題の多さです。中古

ハウスは本体の部材も、部材というのはパイプの部分とか柱の部分

なんですが、これがさびや風によって変形箇所が多く見られます。

ビニールを張る際にバネを止める鉄塔がさびにより劣化し、強度を

失ったり、ハウス周りの止水シートが破れたり、ハウスの谷部分に

あるといが壊れていたりと、これらを補修するだけでも多大な労力

と経費がかかります。さらに条件の悪いハウスでは、以前の古いビ

ニールやバネなどの資材がそのまま放置され、ハウス周りに散乱し

ているケースなどもございます。これらを片付けビニールを自分で

張って、適切な営農を行うまでに心と体が折れてしまいます。経験

のある農業者ではなく、初めて農業に携わる者にとってどれだけ大

変なことか考えていただきたいと思います。これではまともな就農

などはできません。
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県内では新規就農者のために最新の設備と機能をもった次世代型

ハウスを提供している自治体があると聞き及んでいます。本当に新

規就農者の確保に取り組んでいる自治体もあるんだなと感心もいた

しました。佐川町はどうでしょうか。現状の施策では真剣に新規就

農者の確保に力を入れているとは思えません。

そこで、提案をいたします。県内の先進事例に学び、新規就農者

向けの体験ハウスを町の力で設置してほしいと考えます。お答えを

いただきたいと思います。

副町長（中澤一眞君）

お答えを申し上げます。新規就農者向けのハウスはこれを町のほ

うで整備をして貸し出すということでしょうかね、というしてはど

うかというお尋ねかと思います。

お話いただきましたとおり新規就農者の皆さん方が中古ハウスを

利用するというこういう事例が確かにあるというふうに聞いており

ます。で、その際に御指摘がありましたようにビニールの張り替え

であったり、資材がそのものが古くなってるのでそれを取り替える

とかそういったことで中古だから基本的には安いけれども、予想外

の費用がかかったりするということもあろうし、それからそれを使

って就農、営農するときに不具合も出てくる、そういう懸念もある

のではないかというふうに、今御指摘いただいたことはおっしゃら

れるとおりだというふうに思います。

ただ、一方で就農を続けていくことを考えたときに先ほど次世代

ハウス、確かにそういった高機能のハウスで先進的な人手がかから

ない、そういったハウスの普及というのも徐々に広がってきており

ますけども、そういうものに対する投資というのは桁違いに大きく

なるんですね。だからこれは考え方であろうかと思いますけれども、

やはり小さく生んで大きく育てる。最初の投資はできるだけ抑えて、

経験を積んで一定腕に自信がついてから次の投資を考えるという方

もいらっしゃるでしょうし、最初から大きな投資をして、何て言う

んでしょうか、自信があればですね、そういうやり方をやるという

こともそれは選択の問題としてあろうかと思います。

実は町内でその新規就農の支援をしていただいているその農業者

の方からですね、やっぱりいきなり、新規就農で人件費というか補

助が年間 150 万出るという制度がございます。そういったのを使っ

て就農する方も、いきなり自前のハウスを新品を揃えてやるという
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よりは何年かその研修、下川議員は体験というふうにおっしゃいま

したけども、研修期間を設けて指導者がついて何年かレンタルする

ハウスの中で農業の技術を磨いてですね、そのうえで自立をしてい

く、その間の研修ハウスを町で構えたらどうかと、そういった御意

見もいただいておるところです。

で、そのため新規就農を目指す人向けにそういった初期段階、就

農の初期段階で使っていただけるハウス、そういうものを町として

用意することはできないかということ、これまでも少し検討もして

まいりました。ただ、その検討する中で土地の保有の問題でありま

すとか、町が所有するあるいはＪＡさんが雇用するという形態も考

えられるかと思うんですが、やっぱり借り手が常時いるかどうかっ

ていうような問題であるとか、いくつか課題が出てきておりまして、

何て言うんですか、課題が出てきております。それからハウスを構

えるにしてもイチゴのハウスとニラのハウスとさまざまそのつくる

ものによって設備も違ってくると。そうするとその汎用的なものに

ならざるを得ない、必ずしもそれが就農を目指す方にとってのニー

ズに合うのかどうか、さまざま問題があって実は実現に至っており

ません。

ただ、実現に至っていないのは一方でお話のありましたように後

継者を育てるというのは町としても非常に大きな課題でございます

ので、どこかで決断をしないかんと思うてます。そのためには今ま

でよう決めてないのはですね、やっぱり町としてどういう農業をこ

れから佐川町として振興していくのか、そういう方針をちょっと決

めきれなかったというところにあるのではないかなと私は思ってお

ります。農業自体を振興していくということは大きな方針としてあ

るんですけれども、具体的になにを、どこで、誰がみたいなところ

がなかなか腰が据わってないと言いますか、町として方針を決めき

れてなかったというところに一つ要因があるのかなと思っておりま

して、今般、御案内のとおり人・農地プラン、これを実質化せよとい

うのを国の方針で大きく出されております。これはそれぞれの地域

でどの農地を一体、将来５年、大体５年から 10 年先ということにな

っておりますけれども、どの農地で誰が、あるいは誰の後継者が何

をつくって農業を続けていくのかそれをしっかり決めなさいと、そ

れを地域の農業者が皆さんで話合って決めましょうと。で、その決

めた計画に従って国も先ほどの人材育成の支援であるとか圃場整備
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であるとかさまざまなソフト、ハードの支援をしていく、そういう

方針が出されております。

で、そういうことがありまして、今議会に実は補正計上させてい

ただいておりますけども、人・農地プランの実質化ということを進

めるための予算を計上させていただいております。そういうものを

まず方針をそれによって方針を定めてですね、そうして今産品もイ

チゴですとかニラとかいくつかございますけども、このエリアでこ

の後継者をここに、これだけの後継者を育てるためにこういう設備、

環境整備をするんだというのをそのプランに基づいて決めたうえで

御提案のありましたその研修を、あるいは体験用のハウス、これに

ついてはその対象を決めて、こういう者に対して活用していくんだ

と、提供していくんだというような方針を決めたうえで必要な整備

をしていけたらいいかなと、そのように今現在考えているところで

ございます。以上です。

４番（下川芳樹君）

ちょっと違うんじゃないかなと、私は思います。

あの、佐川町の営農体系って、もうずっと以前から佐川で何をつ

くってどれだけ収益が上がって、それで地域的にはどことどこが盛

んでそれをするためにはどういう設備が必要でどれだけの経費がい

る。その作物自体もですね、県内で佐川町なら何々何々って、全て

優良品目が定められています。先ほど副町長がおっしゃったその研

修機関、まあいうたら認定農業者であったり、そういう皆さんの所

へ就農してですね、就農というかお手伝いしてそこで研修するって

いうこともまず大変なんですが、大切なんですが、あのレンタルハ

ウスを要望して自分が、まあ、あれもレンタル料支払いながら営農

していくわけなんですが、そこへ至るまでの管理ですね。実際に自

分自身が農業に適しているかどうか、経営っていうのはどういうも

のなのかどうなのかっていうものを、例えば１年間とかお試しをし

ていくっていうふうな行為が間にあると、その、特に心配をしてい

る、せっかくレンタルハウス建てたのに何年もせずに就農を放棄し

てしまったとか、そういうふうなことにはつながらず、逆に言えば

ですね、そこで自分自身で選択ができるのかなというふうにも考え

ます。

で、前段で申しましたように、せっかく就農しようとしている人

間がそういう状況の中で営農をして、そこである程度収益をあげて
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その暮らしを成り立たしていくっていうことにものすごく疲れる、

しんどい。本当に中古のハウスっていうのは経営するのが難しい、

こういうふうに思います。

現在、高知県自体もですね、次世代型のハウスをどんどんどんど

ん進めていって、高収益それで高就労それで労働力についてもある

程度軽減をした形の近代農業を目指していくという流れが進んでお

ると思います。今後、目指す農業っていうのはやはり若い方が目指

す農業っていうのはそういう次世代型のハウスを建設しながら、有

効な方法でしっかりした農産物をつくっていくっていう農業にどん

どんシフトしていくと思います。その研修をするためになかなか古

いハウスをそのまま活用したまんま、その性能であったりとかノウ

ハウもわからないままに、そのハウスについてレンタルしていくと

いうよりはそういうハウスを体験し、また指導もしながら自分は就

農に向いてるのかどうなのか、就農についての考え方をしっかりそ

こで認識をしていただく、これは大変重要なことだと思います。

また、その借り手の問題なんですが、例えば新規就農者、これを

集めて買ってくれ買ってくれっていうふうなことを買ってもらえざ

ったらどうしようっていうふうなことを考えていたら、それこそそ

の本当に新規就農者を佐川で育てるつもりあるのっていうふうに考

えられても仕方がないと思いますよ。現実ね、いいハウスだったら

お金がかかってもそこをぜひ借りてその営農の糧にしたいっていう

方がその新規就農者以外でもたくさんおられると思います。実際に

条件がよければ。それならば新規就農者が確保できるまでの間、そ

の今専業でやられてる方がその間そこで利用料を払ってですね、使

っていくっていうことも可能です。現実に。

だからぜひですね、その入口の部門を、そのやらんっていうやめ

る方向で一生懸命理由を考えずに、やってくださいや。

副町長（中澤一眞君）

私の説明が少し悪かったかもわかりませんけども、中古ハウスを

使ったほうがコストが控えられるっていうことを経過の中で申し上

げました。でも、中古ハウスを使ってやることを推奨すると言って

は一言も申し上げておりませんので、そこは誤解のないようにお願

いしたいと思います。

それから結論として申し上げましたのも、まず計画プランを佐川

町として今までもつくって、あの基幹作目っていうのがあります。
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それをやってきたものをこれからも伸ばしていきたい、基本はそれ

変わらないと思っています。ただ、やっぱりそれを担っていただく

のは地域の農業者の方々です。あるいはその後継者の方々です。こ

れから、おっしゃられる新規就農を目指される方々です。そういう

方々がこの土地で、この土地を使ってこういうものを将来にわたっ

て使っていくんだと、これで農業を経営していくんだというプラン

をつくっていただいて、そこに対してしっかり支援をしていこうと

いうことを申し上げたかったんです。

で、そのときに中古ハウスをやってくださいなんて言うつもりは

毛頭ございませんので、すいません、そこは私の言い方が、ちょっ

と長々と手前の話をしてしまいましたので、そこをちょっと伝えら

れなかったのは大変申し訳ないですけれども、これから今後、将来

にわたっての農業経営をやっていくわけですから、午前中の森議員

の御質問にも申し上げましたけれども、これからは温暖化対策であ

るとか、次世代のスマート農業であるとか、それをやっていくのは

当然だろうと思います。それを、そういった農業にチャレンジしや

すくなるための設備投資をしていく、これも当然必要だろうと思い

ます。

ただ、そのときに的を絞って、たまたまこの人がこういうものを

ここでつくりたいと言ってるよと、そこに対して支援をできんかえ

というたらそれは行政の公費を投入する、農業振興するための投資

としてはなかなかしづらい。これは正直申し上げてあると思います。

ですから、農業者の皆さんが定めるプラン、それを町として当然認

めるわけですから、それに基づいた投資であればその制度を、そう

いった制度の整備を考えていきたいというのが私の考え方でござい

ます。

４番（下川芳樹君）

そのね、中古ハウスを現実に使っている新規就農者の方が町内に

おられます。片やしっかりした行政なり農協なりの支援で体験がで

きる、しっかりしたハウスの環境の中でそれを学ばれてる方もいら

っしゃいます。

なぜ、じゃあ中古ハウスなのって言えば結局ですね、そのそうい

う体験型ハウス、そういうハウスが町内に建設されてないから、そ

ういう施設をこう探してそういう施設をもう修繕しながらそこで技

術を磨いていくしかないっていうのが今の現実です。こんなことは
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言いたくないんですが、町と農協っていうのは二人三脚で農家のた

めに農業者のために一生懸命努力をせないかん。どっかでなんか見

誤って違う方向見やせんかな、どこ見ゆうのかなっていうふうなこ

とが感じられるようなところがたくさんあります。

農業者あってのその基幹産業でありますし、農業者がしっかり根

付いてですね、地域の農地を守っていくっていうのは今進めている

自伐林業と一緒なんですよ。地域の景観保全、それから環境保全、

それからいろんな防災的な部分、そういうものも全て農地が守られ

て初めて地域が守られる。だから農業って本当に大変しんどい仕事

なんですが、そこをしっかりつないでいくっていうことがすごく大

事なことだと思います。

で、行政のほうでですね、やはりその前段で聞きました。計画あ

りますよね、町を維持していくためにはこの前も言ってましたよね、

年間 32 人くらいの方が入って来るのかな、そういう形が維持できれ

ば今後 30 年後、60 年後、こういう形で人口が維持できるというふ

うな。そういうことを真剣に考えるならですね、やっぱりそこらへ

んはもっと親身になって考えていくべきかなと。ただし、その過剰

な投資をせえとか言いゆうわけじゃないです。その、あまりにもそ

の条件の悪いようなところで体験させてしまうと、もう嫌になって

撤退します。すぐに。「もう、こんなしんどいことようしませんわ」

っていうことで。そこらへんは指導も合わせて先ほど副町長が言わ

れたその計画に沿ってしっかり育てていくっていう流れの中で施設

も合わせて、今おる方をやっぱり引き上げていけれるような体制づ

くりっていうものを本当に真剣に考えていただきたい、このように

思います。いかがですか。

副町長（中澤一眞君）

あの、お話をお聞きしていてですね、多分下川議員のおっしゃっ

ていただいていることと私の申し上げてることはそんなに違いがあ

るとは思えないんですけれども、今、最後にちょっとだけすいませ

ん。今ある、今頑張っておられる方、そういう方に対する支援と、新

規就農、これから新規就農を目指そうとしておられる方に対する支

援ということで私ずっとお話をさせていただいてたつもりなんです

けれども、先ほどのお話の中で今既に現場で頑張っておられる方に

対して何らかの支援ができないか、そういう御趣旨であれば少しち

ょっと私の答えが違ってたのかもしれませんけれども、そういう意
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味で言えばですね、今、新規就農と言いますか、就農したての初期

段階の皆さん方に対する支援ということで、例えばその方が中古で

非常に困っておられるとか、それからあるいは次、規模を拡大をし

たい、あるいは農業生産技術について身につけたいと、さまざまそ

れは人によってこれから先のことを考えたときの課題というのはた

くさんあるんだろうと思います。で、そういう方々に対してはです

ね、これは農協さんなのかそのテーマによってあろうかと思います

けれども、農協さんなのか私ども役場なのかわかりませんけれども、

そういう農業者に対しては、今現在頑張っておられる農業者に対し

ては私ども、なんと言いますか、相談を受けてその方に寄り添った

形での支援、何ができるかということはそれはその都度考えさせて

いただきたいと思っております。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。基本的に、研修ハウスにつき

ましては以前、森議員からも御質問あったかと思います。で、役場

の職員が安芸のほうにも視察にも行っております。基本的には研修

ハウスを今後、今の農業者と含めてですね、話し合いをしていく中

で、町としては整備していこうという方針を立てています。これは

副町長の話の中でもそれは感じていただけたのじゃないかなという

ふうに思いますが、研修ハウスは整備していく方向で町は考えてい

ます。

ただ、その中で、やはり戦略的にどういうふうに佐川の農業を振

興していくんだということが明確にあったほうが研修ハウスも整備

しやすいというふうに考えてます。

例えば一例を言いますと、今農協の佐川支所のイチゴ部会は今の

生産量の 1.5 倍に増やしたいという目標をもってます。その中で今

年も町外から新規就農者、研修生を受け入れて指導を始めておりま

す。その中で例えば佐川のイチゴ栽培はこのエリアを中心に今後 1.5

倍を目標に増やしていこうと決めたときにですね、それを人・農地

プランで今後、今年度１年間かけて計画をつくっていこうというこ

とにしてますが、その中でイチゴ部会のために研修ハウス、イチゴ

農家を今後増やすための研修ハウスはこういうハウスをこの場所に

建てたほうがいいだろうということも含めて何かプランづくりがで

きていけばいいなというふうに思っております。

今はイチゴだけの話をしましたが、イチゴ以外に関してもですね、
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例えば加茂地区だったらここを伸ばしていきたい、このぐらいの量

をつくっていきたい、そうすると加茂地区にこういう形のハウスを、

このタイプの形のハウスを研修ハウスとして整備していきましょう

ということをそれぞれ地元の皆さん、まあ、部会ごと、部会の皆さ

ん、部会に入ってない方もいらっしゃると思いますけども、地域の

皆さんと話し合いをしながらそういうプランをつくっていって、研

修ハウスを整備して農業振興を進めていきたいというのが町の方針

になりますので、御理解をいただければというふうに思います。以

上です。

４番（下川芳樹君）

理解は十分できます。計画あって、その地域性に基づいてそこに

適切な施設を設けていくというふうなことでのお話は十分理解でき

ます。ただ、現状の中にそうやって苦労をしながら就農を目指して

いるっていうところもあるっていうことを、その原因っていうのが

何なのかなと。現実にその農協と行政が一体になって同じ一次産業

についてずっと同じ視点で同じ方向を向いて取り組んでいける環境

ができればですね、その先進的な農業に取り組んでいく県内でのそ

の先ほど副町長からも出てました安芸とかですね、そういう事例に

沿って、安芸はナスとか基幹産業があって、それを中心に担い手を

育てているという環境なんですが、そんなことは現実本当に、これ

をつくってこれをつくってっていうことは今現実に困ってる方がい

らっしゃるっていうふうなことも頭の中には置いていただきたいか

なと思います。

私も自慢じゃないですけど、産業振興畑 32 年です。ずっと国の施

策、県の施策、市町村の施策をずっと進めてきた経験がございます。

しかし、この行政の中にいると一つも外が見えないっていう部分が

あります。それ、本当にやめてから初めてわかったっていうことが

たくさんあります。現実にそういう声をしっかりキャッチしてです

ね、本当に佐川の基幹産業を育てるというふうなところに根も力も

注いでいただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いを

いたします。

以上で、質問は終わります。

副議長（松浦隆起君）

以上で、４番、下川芳樹君の一般質問を終わります。

ここで３時５分まで休憩します。
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休憩 午後２時 50 分

再開 午後３時５分

副議長（松浦隆起君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、12 番、永田耕朗君の発言を許します。

12 番（永田耕朗君）

12 番議席の永田でございます。まず初めに、女性の新しい課長さ

んには御挨拶を求めませんので、御安心くださいませ。

昨日から８人の質問がございましたので、多少重複する部分もあ

ろうかと思いますが、私の視点でお尋ねをしたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。

まず、１点目でありますが、指名業者の選定ということでお尋ね

をいたします。指名業者の選定につきましては、佐川町契約等審議

会で審議との審議会規定があるわけでありますが、実質は町長の専

権事項であると思います。今回、上町のＪＲ客車収容施設工事と空

き家住宅改修工事の２件同時に契約違反が発生をいたしました。

私もこの８月で議会でお世話になりまして丸 24 年になるわけで

ありますが、こうした事例が私は記憶にございません。昨日の西森

議員への答弁でも指名停止の要望がなかったような答弁であったか

と思いますが、このような事例はめったにあるものではないと考え

るものでございます。

町長の行政報告で軟弱地盤対策とか職人の手配が困難、あるいは

資材の調達期限の読み誤りとか言われましたけれども、業者におか

れましては入札の時点で現場も見て設計図も見て積算をして落札を

し、契約をしていると思うわけであります。いかなる理由といえど

も、言い訳にすぎないと私は感じるわけであります。

今回の契約違反は事業者の規模が小さいのではないかと私も県の

ほうへの調べをいたしましたが、届け出は３名でありました。町へ

の届け出も多分同じであろうと思いますが、この６千万、７千万と

いう工事を３人で行うということは到底できないわけであります。

しかも、同時期に３カ所も請け負っておりまして、そのうち２カ所

が違反となったわけであります。３件で 8,800 万。違法ではありま

せんけれども、丸投げが常態化しているのではないか。会社の規模
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に比べて受注が多すぎるのではないかと私は感じております。

もともとこの工事は９月議会契約議案として落札率 99％という問

題の請負契約でありました。町民が不信を抱くような契約工事が今

回また遅延となり、９月議会でも申しあげましたが、この業者、行

政に対して迷惑をかけておると私は思うわけであります。99％の落

札、そして今回の契約違反、同じ業者が起こしたわけでありまして、

行政に対しての迷惑でないかと考えてるわけでありますが、このよ

うな事例、町長は迷惑と感じていないか、まずお尋ねをいたします。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。永田議員の御質問

にお答えさせていただきます。

町としましては大変迷惑であり遺憾だというふうに思っておりま

す。いかなる理由を述べようが 12 日遅延したということにつきまし

ては厳しく処すべきだということで、重たい処分として２カ月の指

名停止ということで町としては最終的に判断をさせていただきまし

た。以上です。

12 番（永田耕朗君）

町長が今、迷惑に感じるということをはっきりと答弁されました

が、昨日の中では町長はこの業者と親しい間柄というようなことを

西森議員に対しての答弁で申されておりましたが、やはり、こうい

ったことは公共事業でありますので、やはり町民が不信を感じるよ

うなことが起こってはならないと感じるわけでありますが。そこで、

この指名業者の選定の審査基準、いろいろあろうと思いますが、事

業者の規模、あるいは技術力、信用と、どのようなルールで行って

いるのか。そしてまた、今回の業者の格付けはどのようになってい

るか説明をいただきたいと思います。

総務課長（麻田正志君）

御質問にお答えいたします。業者の指名競争入札による工事発注

にあたりましては、町内業者の方で対応可能な工事につきましては

できるだけ町内業者の方に発注するように努めております。そして、

この方針を前提といたしまして、佐川町契約等審議会において、工

事一件一件ごとに工事の種類や規模、受注実績、遂行能力を考慮し

指名業者を選定し、その審議結果をもとに町長が決定しているもの

でございます。

具体的には佐川町建設工事競争入札参加資格申請書っていうのを
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提出をしていただきます。その申請書にいろんな添付書類を付けて

おいていただいております。その中に先ほど言いました規模であり

ますとか信用でありますとかいうのを、の、項目といたしまして高

知県のほうが通知いたします経営規模等評価結果通知書総合評定値

通知書というがの写しをこちらのほうに提出するように求めており

ます。そちらのほうはそれぞれの完成工事出来高でありますとか、

技術者の数でありますとか、経営状況とかもろもろを評価の点数に

落としたものであります。そちらのようなものなども参考にいたし

まして、業者の選定にも当たっておるというような内容になってお

ります。以上でございます。

申しおくれました。その、格付けやったですか。格付けというの

は現在のところ佐川町のほうでは、例えばＡランクとかＢランクと

か等級とかそういう格付けのほうは行っておりません。

12 番（永田耕朗君）

この指名入札というのは曖昧な部分が大変あるわけでございます

が、ただいま総務課長の答弁では格付けをしていないという答弁で

ありましたけれども、佐川町の入札請負業者資格等に関する規定で

は格付けを毎年行うということになっておるわけでありますが、こ

れを格付けをしてないということはどういう理由なのか、まずそれ

をお伺いいたします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。今御質問にありましたこの規定についてで

ありますけれど、この規定は平成 14 年の９月 30 日に告示のほうが

されております。

ちょっとあの、自分もこの内容を十分承知しておりませんでした

ので、ちょっと過去の状況等を聞き取りしましたところ、平成 18 年

度以降ぐらいからこの格付け自体は行われていないようでありまし

た。恐らく、その理由につきましてはあくまで私個人の推察と、推

測ということになりますけれど、以前は公共工事が多かった時期と

いうのがございました。その多かった時期に比べまして公共工事が

減少してきた状況などから、町内事業者の育成、受注機会や雇用の

確保、地元経済の活性化などから現在の運用になったのではないだ

ろうかというふうに、私の個人的な推察ではそのように思っており

ます。以上でございます。

12 番（永田耕朗君）
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この佐川町の請負業者等に関する規定によりますと、副町長が審

議会の会長ということになっておるようでございますが。そして、

この格付けは毎年行うということで、ランクがＡＢＣと、それでま

たＤまであるというようなことでございまして、ＡＢＣＤ、そのラ

ンクによって発注額が変わるというような規定表になっておると思

いますが、今回、6,900 万の工事が指名競争入札で行われたと。そし

てそこにいろいろな問題が発生して、入札の時点での高止まり、そ

して今回の遅延というようなことになったわけでありますが、この

指名入札の金額にも問題がありはしないかと考えるわけであります。

やはりこういった町民に不信を抱かれるような事例が発生した場

合に、指名競争入札というのはある意味では町内業者に仕事を回す

というような利点はあるかもしれませんけれども、また、一方では

事業規模よりも大きな仕事を請け負うことによってこういった契約

違反が発生するというのが今回の事例ではないかと考えるわけであ

りますが、県の場合には今指名競争入札は５千万ということになっ

ておりますが、佐川町の場合にはこれが今無制限なのかどうか、そ

こら辺をお尋ねをいたします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。明確な規定とかでいうことで定めておるわ

けではございませんけれど、土木工事におきましては５千万円程度、

あと、建築工事におきましては１億円程度をめどに、それを超える

ものにつきましては一般競争入札でやるというような運用のほうを

しております。以上でございます。

12 番（永田耕朗君）

昨日、西森議員が業者名を出しましたので私は控えますけれども、

こういった小さい町で失礼ですけれども、３人の会社で億に近いよ

うな仕事を年間やれるというのは不自然じゃないか。同業の建設業

界の会員の方の中にもそういった声を発しておる、私どもにもそう

いうことを現に建設協会の会員の方が言われておる。やはりそこは

もうちょっと執行部としても町民に対して公平公正というわかりや

すいやり方をするべきじゃないかと考えるわけであります。

今、格付けもしてないと。規定も守られていないというようなこ

とで、格付けがあればまたその程度によって入札の金額も変わって

くると思いますけれども、今は従業員もたくさん抱えておる事業者

も、あるいはかばん業者、失礼ですけれどもかばん業者という言葉
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もこの業界にはあるわけですけれども、かばん業者に近いような方

でも入札に入れるのか。そこらへんがちょっとわかりにくい不透明

な町民が疑問を抱くところであります。

今後こうしたもんに今回のこのこういった違反が発生した、これ

を契機にして、やはり入札のあり方、指名競争、あるいは一般競争、

やはり見きわめするべきじゃないか、やはりその公平公正というこ

とが一番重要じゃないかと思いますけれども、町長、そこら辺の見

解を。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。あくまでも公平公正に７年８

カ月やってまいりました。それは理解をしていただきたいなという

ふうに思います。

昨日の西森議員からの質問に対して、今回契約違反となった建設

会社の社長と私は小中高の同級生で、親しい間柄ということは多く

の町民の皆さんが御存じのことだと思いますという話をしました。

そうであるからこそ、疑念を抱かれないように入札の運用に関して

も指名競争入札でどこを指名するのかということに関しても、私の

恣意的な判断が入らないように全ての入札をやってきました。そう

いう部分では全く問題ないというふうに考えております。

ただ、今回契約違反という重大な事例、事故を起こしたというこ

とに関しては大変遺憾に思っております。しっかりやってほしいな

というふうに私自身強く感じております。

先ほど、３人で１億ちょっとありえないんじゃないかという話が

ありましたが、私も建設業にかかわった人間として言いますと、中

小零細の建設業だと一人１億という売り上げ数字というのを一つ目

標にします。ただ、あまりにも少ない場合はなかなか一人１億とい

うわけにはいかないでしょうが、私が経営してた会社は５人で３億

から４億の売り上げをあげてたという時期もあります。ですから、

一概に人数で適正な売り上げっていうのはなかなか計れるものでは

ありません。

また、入札のランク付けに関しましては、私の前町長のときにラ

ンク付けはやめております。やめた時点では必ず理由があったはず

ですけども、やめたというときに規定を修正をしていただいていれ

ばよかったと思いますが、私はあくまでも前町長の入札のやり方、

指名の仕方、それを引き続き踏襲をして、私の何か特に恣意が働か



232

ないようにということで総務課長にも任せて、入札担当の職員にも

任せてずっと粛々とやってきました。そういう意味では特に問題が

あって何かを恣意的にやってるということはございませんので、そ

れはしっかりとお伝えをして、永田議員には御理解をいただきたい

とそのように思います。以上です。

総務課長（麻田正志君）

すいません、町長が答弁した内容を訂正するのはちょっと心苦し

くはありますけれど、この、今先の発言で町長が前町長の時代で取

りやめたと申しましたけれど、私は前町長のときに取りやめたとい

うことではありません。

確認したところ、平成 14 年に制定をされてから、その 14 年から

17 年度までの、当時の担当の方、担当の課長ですけど、課長に聞い

たところそのときはやっておったよと。そして、18 年度からの課長

に聞いたときにはやってなかったよということから、少なくとも 18

年度以降からはやってないということでありまして、実際、いつ今

の運用になったかということはちょっとわかりません。実際上は

前々町長のときかもわかりませんし、前町長のときからもわかりま

せん。

すいません、そこはちょっと町長の答弁を訂正するようで非常に

心苦しいですけど、ちょっと訂正をさせていただきます。

副議長（松浦隆起君）

休憩します。

休憩 午後３時 28 分

再開 午後３時 29 分

副議長（松浦隆起君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

町長（堀見和道君）

はい、私のほうから先ほどの答弁について修正をさせていただき

たいと思いますが、私は総務課長から平成 18 年にランク付けがしな

くなったと聞いていたものですから、前町長のときにランク付けを

しなくなったというお話をしましたが、それもはっきりとした断言

できるということではありませんので、私の答弁は修正をさせてい

ただきたいというふうに思います。以上です。
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12 番（永田耕朗君）

まあ以前の町長のときにやったやらないとなると今すぐにここで

は難しいかもしれませんけれども、今こうして佐川町の請負業者資

格に関する規定がある以上はこれが行われていないということには

問題があろうと。これはあくまでも副町長が会長ということであり

ますので、もう一度これにつきましては協議をいただきたいと思い

ます。やはり、こういった重要な公共事業に対しての格付けは毎年

行い、町長に報告すると、この規定の中にうたっております。それ

が過去の事例がどうあろうと今行われてないということは問題であ

ろうと思います。

今回こうした業者の違反というものは表に出てきたということで、

いろいろこういうことがまた取り沙汰されておるわけでありますけ

れども、先ほど申したように指名競争入札と一般競争入札とは紙一

重という部分もあろうと思いますが、今年の国交省の事務次官から

各知事に宛てられた書面で、この書面の中にも市町村に対しても速

やかにこの趣旨を徹底されるようにということが知事のほうに、各

都道府県知事に通達があっておりますが、その中で指名競争契約に

ついての部分で少し、今回の佐川の事例と関連があるかもしれませ

んので、読み上げてみますと、指名競争契約について、運用いかん

により指名が公正を欠く恐れがあること等の問題点もあるというこ

とが通達の中に書かれております。また、施工能力の劣る建設業者、

あるいは不誠実な建設業者を排除することが可能というようなこと

も書かれております。また、特定の建設業者への受注の隔たりを防

止することができるというようなことも書いておりますけれども、

今回、これに反するような部分が今回の業者には発生をしておると

感じるわけであります。

その特定業者への受注の隔たり、これがまあ、３名の会社で同じ

時期に３件受注をされておる。すなわち指名をされておる。8,800

万。こういうことがやはりこれが果たして公正な指名であるかどう

か。町長の専権事項でありますので、町長はどうとでもここで答弁

は言えれると思いますけれども、私ども一般町民から見れば、「なん

で」と。３件も大きな仕事を同時期に抱えるというようなことが指

名競争入札の、指名競争の弊害というようなことをこれに、事務次

官の通達でも書いておる。今回これが、こういった事例がちょうど

当てはまる。これは 2021 年６月４日付の通達であります。これ６月



234

の通達。やはり、その指名競争入札を少し、今回のようなことが起

こるとなれば考えるべきじゃないかと。一般競争入札であればこう

いうことがなかったかもしれないと感じるわけであります。

ぜひ、ここで時間を費やしても仕方ありませんけれども、副町長

が会長で格付けを町長に毎年報告するという、今のところ規定が生

きておるようでございますので、ぜひそういうことを守りながらこ

ういうことがおこらないような業者の選定というのが必要であろう

と思いますので、ぜひとも町長、気をつけて頑張っていただきたい

と思います。どうぞ。こんな町内業者のことについて私ども同じ町

内の議員が言いにくいことを言うという大変心苦しいわけでありま

すけれど、しかし、住民の声がある以上は私どももこういう場で発

言をしなければならない状況であります。ぜひ、こういったことが

二度と起こらないようにしっかりと監督もしていただかなければな

らないと。また、業者の選定もいただかなければならないと思いま

すので、ぜひ副町長、何か答弁をしたいようでございますので、ひ

とつお願いをいたします。

副町長（中澤一眞君）

一言お答えをさせていただきたいと思います。御指摘のありまし

た規定、その存在、私は契約審議会の会長という立場でございます

が、で、ありながらその存在自体、申し訳ございません。これはあ

の、着任以来そういった存在があること自体を承知をしておりませ

んでした。その点は本当にここでお詫びを申し上げたいと思います。

そのうえで今御指摘がありました格付けの問題であったり、その指

名のあり方であったり、今まで、今までのやり方を私自身も踏襲を

してきたつもりでございますし、その運用にあたって何らの恣意も

ない。

で、先ほど国交省の通達で読み上げていただきましたその判断項

目というのは、これは確かにそのとおりだと思うんですけれども、

それの判断いかんでこれがまた恣意的なことにもなりかねない。だ

から非常に慎重な判断を要する事柄だと思います。ただ、お話のよ

うに今回こういった事故といいますか、あってはならないことが起

こりましたので、これを契機にその指名のあり方、タイミングのあ

り方、発注量のあり方というのは改めて検討をさせていただきます。

で、格付けに関してはその規定の、規定をそのまま運用するのか、

今の時代に合ってるのかということもこの機会にしっかり勉強させ
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ていただいて、見直し、必要であれば見直しをさせていただきたい

とそのように考えております。以上です。

12 番（永田耕朗君）

先ほどの答弁の中で町長が迷惑をかけておるということをお認め

になりましたので、町民みんながこれは迷惑をこうむったというこ

とでございますが、ぜひ、こういう迷惑行為を起こさんように町長

のお友達にも指導のほうをよろしくお願いをして次に移りたいと思

います。

前後いたしますけれども、次に高齢者に対してのタクシーチケッ

トの配布ということでございますが、人生 100 年の時代に向かって

いる中で、超高齢化社会へと進んでおりますが、佐川町では福祉ガ

ソリンチケット、あるいはタクシー券を配布しております。年間 400

万ぐらいであろうと思いますが、ぐるぐるバス、また、タクシーチ

ケットによってある程度住民の足は確保されていると思いますが、

地域によってはまだまだ課題もあるわけでございます。

最近、高齢者の方々が運転免許証の自主返納が増えておりますが、

返納したあとやはり不便だといわれる方が多いわけであります。自

分で車を運転していたものが、免許がなくなると大変不自由なわけ

であります。送り迎えをしてくれる家族がいる人はまだまだましで

すが、独居の方、あるいは車のない高齢者は通院、買い物にも苦労

をしております。いつまでも車に乗りたい思いはあるけれども、テ

レビ等で高齢者の交通事故が報道されると返納もいたし方ないとい

うような話であります。

今、佐川署管内では年間に 100 名以上の方々が免許返納をいたし

ております。警察のほうで、返納の際に 1,100 円出して免許の経歴

証明書というものをつくれば、黒岩観光バス、あるいはぐるぐるバ

スは半額で乗れるようでありますが、高知市のほうでもタクシーの

割引券が出ているようであります。

私の知り合いにも自主返納した方がおいでますが、人工透析を受

けている方でありまして、ぐるぐるバスのルートでありますけれど

も、時間が合わないというようなことで、自転車で４キロメートル

以上の距離を病院に通っております。

こういった状況で独居の高齢者、免許の返納者たちに対してタク

シー券の配布というものがこれから求められるのではないかと考え

るわけでありますが、どなたか御答弁を願います。
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健康福祉課長（岡﨑省治君）

永田議員の御質問にお答えをさせていただきます。この高齢者の

方の移動手段といいますか、その確保につきましては佐川町内では

ＪＲ、それからバス、タクシー、といった従前からのある地域公共

交通に加えまして、平成 29 年度からは先ほど永田議員おっしゃった

ぐるぐるバス、これは町内５地区を結ぶという形の路線を組んで運

行を開始をしております。

それから、町内５地区に整備をされたあったかふれあいセンター、

こういったセンターに通われる方の送迎、それから買い物支援とい

うことで、地域の関係者、力を合わせてきめ細やかな取り組みを町

としては進めております。

また、障害者の手帳を持っている方、対象とした福祉チケット、

これについては大部分が高齢者の方ということで、障害者の施策で

はありますけれども、これも高齢者の移動手段の一翼をになってい

るというふうには考えております。

現時点ではこういった取り組みがあって、永田議員がおっしゃっ

た高齢者のタクシーチケットいうものについては制度化する予定は

ありませんけれども、例えば運転免許の自主返納、そういった方々

も増えております。高齢者を取り巻く環境というのは年々厳しくな

るということは想定をされますので、タイムリーに高齢者の生活実

態、それから移動手段の確保についてのニーズ、これを把握しなが

ら、全体の地域公共交通施策の中で検討はしていきたいと考えてお

ります。以上です。

12 番（永田耕朗君）

まあ、課長の今の答弁で今のところ考えてないというような判断

かと思います。当然、今ここですぐに決断ができるというようなも

のではないと思いますけれども、今後ますます高齢化人口が増大す

る中で、こういったものを検討していかなければ、もちろんぐるぐ

るバスで利用されておる方もありますけれども、まだまだ利用、ぐ

るぐるバスまで行くまでに大変。あるいはまたぐるぐるバスの時間

に制約があるというような方も現実いるわけでありまして、もっと

もっときめ細やかな庭先まで車がほしい、あるいは自分の自由な時

間に病院に行きたい、あるいは買い物に行きたいという現場の声が

多々あるわけでございます。

昨日今日ですか、町長の事業成果の中で自伐林業あるいは協力隊、
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こういった大きな予算の事業が保持されましたけれども、本当にこ

の高齢者にとりましては自伐林業とかそういう協力隊、全く関係の

ない次元でありまして、本当にその地域で生活しておる方々が今日、

明日、明後日のことを考えなければならない状況であります。そう

いった方にも手を差し伸べるというのが行政であろうと思います。

その派手な部分は派手に町長も成果として見えるかもしれませんけ

れども、一人 400 万というような協力隊に対しての交付税が使われ

るということで非常に派手ではありますけんど、その一方で明日の

病院へ行くのにどうしよう、明後日買い物に行くのにどうしよう、

と本当に毎日に不安を抱いている方々の生活の様子、そういったも

のも感じ取るのが今の行政の必要なところではないかと考えるわけ

であります。

今後、課長の一存で今高齢者にタクシーチケットの増大配布とい

うことは厳しいかもしれませんけれども、町長に申し上げておきた

いのはそういった大きな事業も大事ですけれども、小さい、小さい

田舎のじいちゃんばあちゃんに対しての思いやり、こういったもの

も必要じゃないかと考えますが、町長の思いをお聞かせいただきた

いと思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。永田議員も御理解いただいて

るとは思いますが、高齢者の福祉に関わる事業もいろいろと手を入

れてやってまいりました。その一つが地域公共交通としてのさかわ

ぐるぐるバスの運行です。

これは私が８年前に多くの住民の方、一人一人高齢者も含めてお

会いしてお話を聞く中で、「いやーそういうバスを走らせてほしいな

ー。本当、移動が大変なんだよねー。」という声をたくさん聞いてで

すね、「今までも何回も何回も町には要望を出しゆけども、やってく

れんのよね。本当に困っちゅうんよ。」という話があって私は８年前

就任をさせていただいてから本当に難しい案件でしたけども、この

さかわぐるぐるバスの運行の実現まで至ることができました。

このぐるぐるバスだけではなくてですね、あったかふれあいセン

ターを町内５カ所に整備をする。これは前町長からの流れを受けて

ですね、しっかり地域、地域で高齢者の皆さんが集まる施設を整備

して、支援もして財政的なかなり負担もして高齢者の福祉、地域の

福祉に対してかなりてこ入れをしてまいりました。
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永田議員おっしゃいますように年々年々社会の要望といいますか

ですかね、社会の要求、人の要求、要望することっていうのが変化

をしていきます。元気だった人が 10 年後本当に車に乗れなくなる、

そういうことも当然あります。その中で皆さんからの要望が多様化

をしていくなかで、限られた財源の中でどのようにそれを配分をし

ていくのか、このことを考えて実行していくということがすごく大

切だと思ってます。

今回、永田議員のほうから貴重な御意見もいただいております。

さまざまな角度から高齢者初め、障害のある方、障害のある方も全

てに対して移動を役場として補償できているわけではありませんが、

限られた中で福祉の面での移動ということについてどのように施策

を打っていったらいいのかということは、多くの皆様に御意見も伺

いながらしっかり考えて、また、時代の変化に合わせて実行してい

きたいなというふうに考えてます。以上です。

12 番（永田耕朗君）

そのぐるぐるバスの成果、これも一つの成果でありまして、それ

を認める、認めんわけではありません。それはそれで成果としてぐ

るぐるバスを利用されている方、便利になってきたと。しかし、住

民の行政に対しての要望というものは無限でありまして、一つ達成

できたらまた次の要望が出てくる。また次の要望ができたらまた次

の要望が出てくる。これはもういたし方ない。そうしたものがやっ

ぱり行政がやらざるを得ない部分じゃないかと思います。

公共事業にしても一つの工事が済んだ。そしたらまた次の仕事を

構えんと業者は仕事にあぶれる。こういったものでやっぱり行政と

いうのは仕方ない、無限に次から次へ求められるものじゃないかと

思います。

ぜひ、ぐるぐるバスでカバーできてない方、また、免許返納され

た方、独居の高齢者、ぐるぐるバスでカバーできない部分にも次の

サービスとして検討に入らなければならないんではないかと考えて

おるわけでありまして、今ここで結論を求めるものではありません

けれども、行政に対しての住民の要望というものは無限であるとい

うことを申し上げたいと思います。

続きまして、小中学校の遠足、旅行についてお尋ねをいたします。

新型コロナ禍の業績が悪化した多くの事業者に対して県の信用保

証協会が保証した 2020 年度の融資は前年度の５倍、1,908 億円で過
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去最高となっております。業種別では飲食や卸、小売、建設、宿泊、

運送、医療、福祉の利用が目立っております。ちなみに 2008 年度の

リーマンショック時が 1,074 億円だったそうでありまして、今回の

高知県の景気の落ち込みがひどいことがわかるわけであります。

町内でも飲食業、タクシー、バス等大変厳しい状況になっており

ます。今回は町立の小中学校の遠足や旅行について町内のバスの利

用をお伺いをいたすところであります。町内にもバス会社が１社あ

るわけですが、従業員を抱えて大変苦労されておる。事業者は雇用

を守らなければ、運転手、またその家族の生活がかかっております。

そこで、町内の小中学校の遠足等への町内バスの利用の状況等を

どのように認識しているのかお尋ねをいたします。

教育長（濵田陽治君）

はい、永田議員の地元バス利用をとの御質問にお答えを申し上げ

ます。

町内の小中学生がバス等を利用して校外で活動することにつきま

しては、中学校の部活動、それから小中学校の遠足などの校外学習、

修学旅行などの宿泊を伴う学習の３つの場合がございます。

まず、部活動における試合などについては教育委員会のハイエー

スや町有のバスを使用し、不足する場合に町内のバスを使用してお

ります。

遠足などの校外学習につきましては日常的に町有バスを使用して

いる学校が１校ありますが、他の４校は大筋町内のバスを使用して

おります。

一方修学旅行につきましては各校が町内の業者、バス業者から旅

行請負の見積もりはとっておりません。他の旅行代理店から見積も

りをとっております。これは旅行代理店もそれぞれの得意分野があ

ると聞いておりますので、その関係ではないかと推測しますが、他

の旅行代理店を利用する場合でも、バスは地元のバスをという希望

を伝えて利用することがありますので、今後どの旅行代理店にも見

積もりを依頼する際にも、バスについては地元のバスを利用の条件

として検討するよう各学校に働きかけをしていきます。

それと、ただいま町内、ただしですね、町内のバス会社の所有す

るバスも限度がある中で、コロナ対策で一つの座席に子供一人とい

う座り方をしておる関係でそのバス会社の対応できない台数になっ

た場合にそのバス会社から他のバス会社に応援を求めるということ
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はありますので、そのあたりは御理解いただきたいなと思います。

以上でございます。

12 番（永田耕朗君）

今教育長の言われた答弁のとおりであろうと思いますが、私が調

査と申しますか、情報収集をしたところでは、小学校の修学旅行に

ついては今教育長が言われたとおり、旅行会社からバスの手配をす

るというような状況だそうであります。

また、遠足については各学校の先生方の申し送りというようなこ

とでバス会社に声がかかったりするというようなことだそうでござ

います。そしてまた黒岩小学校につきましては町のバスを利用して

いるとも聞くわけであります。費用の軽減にはつながるかもしれま

せんけれども、安全性などに考慮した場合はいかがなものかと考え

るわけであります。

今、せめてこの新型コロナの影響をもろに受けて厳しい状況にお

かれている間だけでも修学旅行あるいは遠足に対して地元のバスの

利用を学校のほうにお願いをできないか。当然、強制をするもので

はありませんが、先生方、あるいは保護者の方々に御理解をいただ

くような手立てを教育委員会のほうでも検討すべきではないかと考

えるわけでございますが、いかがでしょうか。

教育長（濵田陽治君）

町内のバス業者さんも快適性、安全性の面で極めてすぐれておら

れますので、そういうことも合わせてそれは積極的に働きかけをし

てまいります。以上です。

12 番（永田耕朗君）

なんと言っても先生方、あるいは保護者の御理解をいただくとい

うのが前提でありますので、ひとつそこらへんはよろしくお願いを

いたしたいと思います。

続きまして、職員の辞職についてお伺いをいたしますが、３月議

会でも西森議員がこのことについては質問いたしておりましたが、

私も私なりにわからない部分がございますのでお尋ねをいたします。

ここ何年か職員の辞職が非常に多いと聞くわけでありますが、辞

職理由というのは当然、皆、一身上の都合と書かれていると思いま

すが、やめた職員の本当の辞職理由を町長、副町長はどのように受

け止めておるのか。また、休職中の職員もおると聞きますが、役場

の中が異状な状態ではないかと感じるわけでございます。
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県庁へ２名採用というような話も聞くわけでありまして、そうい

う人はえい方向であろうとおもいますが、一方で佐川の役場をやめ

て仁淀川町役場に勤めておる人もおいでると聞くわけであります。

そういうことを聞くと、公務員が嫌で佐川の役場をやめたわけでは

ないと思うわけであります。佐川の役場の中に何か問題があるので

はないか。３月議会で西森議員の質問に対して副町長はやめる理由

は人それぞれ。こんな軽い言葉で済まされる問題ではないと思いま

す。

町長はたびたび世界一幸せなまちというようなことを言われてお

りますけれども、役場職員も佐川町民であります。公務員の職を選

んで、その職を辞職しなければならない。とても佐川町民として幸

せは感じていないと思います。世界一なんてほど遠いと思います。

会社の社長ならば社員がやめようがどうしようが関係ないかもしれ

ませんけれども、役場の職員が次から次にやめるということは、行

政の責任、行政の長としても道義的な責任がありはしないか。やめ

た職員の数、辞職理由と詳細を説明を願いたいと思います。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。退職した職員につきまして、最近５年間の

年度ごとの退職者の数のほうをお答えさせていただきます。

平成 28 年度におきましては１名の職員が退職をしております。こ

れは定年退職を除くものです。平成 29 年度は２名の職員が退職をし

ております。平成 30 年度は５名の職員が退職をしております。令和

元年度は２名の職員が退職をしております。令和２年度は４名の職

員が退職をしております。

退職の理由についてでありますけれど、これは３月議会等でお答

えいたしましたとおり、これもう人それ一人一人それぞれの考え方

や思いがあっての自己都合ということで新しい道を選択をされてお

ります。結局は佐川町役場で定年まで勤務し続けていくより、新し

い道や生き方を選択する気持ちが強くなったということだと思いま

す。

このうち、私が知ってる範囲では 14 名のうちの半数は新しい道と

言いますか、ほかの、例えば公的団体であったり、そういう道のほ

うに進まれておると思います。そのほかの方につきましては本当に

一身上の都合という理由になっておるということだと思います。以

上でございます。
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12 番（永田耕朗君）

それはみんな、誰も一身上の都合という辞職願であろうと思いま

すけれども、５年で 14 名の方が辞職をされておると。こういった事

例は異状じゃないかと。せっかく公務員を目指して厳しい難関を突

破して職員に、公務員として佐川町に入庁した。そしてそれが志半

ばで仕事をやめるということは非常に何かこの役場の中で問題点が

ありゃあせんか。それはやはり町長、副町長にも責任が、道義的と

申しますか、責任がありゃあせんか、上司として。そこをお尋ねし

ておるわけですが、町長、副町長はこれほど多くの職員がやめられ

るということを異状として感じないのかどうか。

この議会の声は庁舎内にも届いておると思いますけれども、本当

に今この庁舎内の職員が楽しい職場で仕事ができておるか、一般住

民が佐川の役場に行ったときに「職員が、しょう暗いのう」とそう

いう声が多々あるわけでございます。越知町、あるいは仁淀川町へ

行ったときには職員が接し方が、町民に対しての接し方が全然違う

というような声が多々あるわけであります。今この佐川町の庁舎内

は非常に空気が重い。そういった声があるわけですが、町長とか、

町長、副町長、そういったことを、そういった声をどう御判断され

るかお聞かせいただきたいと思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。役場職員が暗いという話が多々

あるとは私は思っておりません。私のところには役場明るくなった

ねと。役場本庁舎改装もしたということもあるかもしれませんが、

ちゃんと声もかけてくれるようになったねという声はかけていただ

きます。

永田議員おっしゃいましたようにこの５年間で 14 人退職をした

ということは大変多いなと私も感じております。ただ、この中には

定年間近で重い病を患われて定年までいるのは心苦しいということ

で退職をされた方も含まれております。若い方でやめられた方もい

らっしゃいます。本当さまざまです。ただ、やめていく職員、全て、

全員の話を私はしっかり聞いております。この場で言えない理由も

たくさんあります。永田議員おっしゃるように組織として問題があ

るのではないかと思ったこともあります。それは改善できることだ

というふうに思って私は役場の職員、全ての職員に投げかけをして

きております。なかなかすぐに組織としてすぐに改善されるという



243

ふうには思いません。不可抗力的なこともあります。ここでは言え

ませんが、本当に大変だったねという声をかけてあげた職員もいま

す。

私のところにかなりの数のやめた職員が私の話を聞いてほしいと

いうことで町長室まで来ています。話を聞いて聞いて長い人は１時

間以上話を聞きました。一生懸命受け止めてきて、やっぱり私は町

長としてこの役場組織を少しでもよくする、元気にする、楽しく仕

事ができるようにするという責任を私は負ってます。そのことに関

してできることを一つ一つ地道なことですけども、やり続けていま

す。確実に役場組織はよくなっています。新型コロナのことがあっ

て、仕事量も増えてます。けど、住民の幸せのために、住民の皆さん

のために一生懸命やらなければいけないということで役場職員頑張

ってくれています。

議会事務局長が６月１日で執行部から異動になったということも

執行部としてはなかなかしんどい思いをする一つにもなっておりま

す。２人でなかなか上手に答弁ができないこともあったかもしれま

せん。ただ、一丸となってこの難局を乗り越えようという姿勢は、

職員、全ての職員に私は伝わっていると信じて毎日仕事をしており

ます。ですから、永田議員におかれましても御理解をいただきたい

というふうに思います。以上です。

12 番（永田耕朗君）

私も理解はしたいと思いますけれども、私にもわからない部分が

あります。というのはやはり 14 名の方々が辞職、定年を待たずして

やめると、やめたというのは事実であります。これはやはり町長は

今やめたい方の話を聞いたということでありますけれども、まあ、

全てそれが町長に打ち明けたことかどうかはわかりませんけれども、

やはり、声なき声というものがありはせんか。やはりこういった人

生の思い切った転換をする、それも今こういう時代で公務員になれ

たということはすごいことだと思いますけれども、あえてその道を

閉ざすと、自ら閉ざすということはそれなりの重い理由が表に出て

こない理由があったのではないかと考えるわけでありまして、町長

も今この役場庁舎内のトップとしてそれだけの職員の人生がかかっ

ておるわけでありますので、ぜひともそういったことをこれから考

えながら職員のケアと申しますか、表、声に出てこない部分をくみ

取りながら見ていく必要がありはせんかと考えるわけであります。
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まあ、一身上の都合、人それぞれというようなことではあまりに

も佐川町としてはむなしさを感じる、世界一幸せなまちを目指すと

言われる町長であればこそ、職員もこの庁舎内で仕事をして幸せに

ならなければならないと考えるわけであります。ぜひ、今後こうい

った辞職者が出ないような職場というものを切り開いていただきた

いと願っておきます。

続きまして、最後の一つでありますが、町長の職命ということで

通達をいたしておりましたけれども、職務命令ということでしょう

か、めったに聞かない言葉でありますが、３月定例会最終日の３月

12 日の午後に議長、前議会事務局長、そして総務課長の前で町長が

職命で議会事務局長を配置しないということを言われたわけであり

ます。以来、４月５月と議会事務局長が不在できたわけであります。

６月定例会議案審議はできないのではないかと私は考えておりまし

た。また、近隣の町村議長からも大ごとになりはせんかよというよ

うな電話が再三かかってきておりましたが、６月１日をもって新し

い事務局長が決まり、定例会が開会できたことはよしとしなければ

ならないわけであります。

しかしながら、４月５月の例月監査も事務局長不在で行ったとい

うことで、十分な体制ではなかったと考えるわけでありまして、佐

川町制の歴史の一つに汚点を残したのではないかと考えるわけであ

ります。いかなる感情的なものがあろうと今回の町長の職務命令発

言はあまりにも乱暴ではないかと。もっと厳しく言うならば、おご

りと言われても仕方がない発言ではなかったかと。事務局長を配置

したからとそれで済んだという問題ではないと私は思います。

町長に就任されて８年近くたつわけでありますが、いまだに一部

議員と確執があるわけであります。職員も辞職者が多い。何か疑問

を感じるわけであります。

今回、特に感情的なものがあっての発端であったかと思いますけ

れども、一度吐いた言葉は飲み込めんわけでありまして、もう少し

町長も反省をするべきじゃないかと考えるわけであります。

町長は子供たちに論語を教えておるということでございますが、

町長として君子になるべきじゃないかと考えるわけでありますが、

いかがなもんでしょうか。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。なかなか君子になるのは難し
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くてですね、今は一生懸命修行している最中でありますので、今後

もぜひ厳しい指導をいただきたいというふうに思います。以上です。

12 番（永田耕朗君）

君子という言葉をひもといてみますと徳が高く品位ある人格者と

いうことでありますが、やはりその町長も今私がこういうことを言

うとはらわたが煮えくりかえって腹が立っちゅうろうと思いますが、

まあ、人が言われたことで腹が立つというのはまだ君子に遠いわけ

でありまして、人に言われても腹が立たんなったら君子に近づいて

いると感じるわけでありまして、私も少しでも君子に近づきたいと、

腹が立たんような人間になりたいと考えるわけであります。

まあ、今回私がこういうことを言っても、町長に言っても釈迦に

説法ということかもしれませんが、やはり、執行部にしても議員に

してもやはり品位ある人格者を目指すべきじゃないかと。そうした

ら自然にえい流れになるんじゃないかと考えるわけであります。ま

あ、今回この問題をあまり町長の名誉を傷つけるような格好になっ

ても選挙も近いわけでありまして、名誉を傷つけてもいけませんが、

ぜひとも、職員に言われても議員に言われても町民に言われても腹

が立たんように人が大きく心が丸くという言葉があります。己は小

さく気は長くということもございますので、一つ釈迦に説法をして

私の質問を終わります。ぜひ、発言に気を付けて答弁を願います。

町長（堀見和道君）

はい、永田議員の激励の言葉にお答えさせていただきたいと思い

ます。

不思議と今日、永田議員から質問をいただきまして全く腹が立っ

ておりません。本当なんでかなって思いますが、全然、腹が煮えく

りかえってないのが不思議であります。一生懸命修行すればするほ

どそうなれるのかもしれません。

この７年８カ月でいろいろなことがありました。藤原議員からい

ろいろ温かい御指導をいただいたこともあります。７年８カ月振り

返ってですね、それほど腹を立てたって、ものすごく怒ったってい

うことがなかったなって思ってます。本当にありがたいことだなと

思ってます。

私は若いときは友達から瞬間湯沸かし器だねと言われたことも実

はあります。永田議員からも皆さんからも、議員の皆様からも鍛え

ていただいてですね、少しずつそういう辛抱強くなってきてる部分
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もあるんじゃないかなというふうに思ってます。

永田議員から激励をいただきましたので、できるだけ品位ある仕

事ができるようにですね、議員の皆様と意見を交わしながら、今後

も町政運営に邁進してまいりたいと思いますので、引き続き御指導

よろしくお願いをします。以上です。

12 番（永田耕朗君）

最後に町長が今日腹が立たんかったということを聞きましたので、

町長も君子に近づいているということでございますので、御期待を

申し上げてこれで質問を終わります。ありがとうございました。

副議長（松浦隆起君）

以上で、12 番、永田耕朗君の一般質問を終わります。

これで今定例会に通告がありました全ての一般質問を終了します。

本日の会議はこれをもちまして終わります。

次の開会を 10 日の午前９時とします。

本日はこれをもって散会します。

散会 午後４時 20 分


